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市民の笑顔が広がる
南九州のリーディングシティ

８

特集 令和元年度予算　重要施策の推進！



今月の内容
02	 まちの話題

04	 特集

08	 都城フィロソフィを策定しました
12	 都城市ふるさと納税
14	 都城で学ぼう！（学生募集）
16	 人の風景
18	 他人ごとではない空き家の話
20	 幼児教育と保育の無償化が始まります
21	 子どもの健康のための予防接種／
	 お母さんをサポートする母子保健推進員
22	 INFORMATION（市からのお知らせ）
26	 ミニミニニュース
27	 がん検診を受けよう！／今月のお便り
28	 みやこんじょ盛り上げ隊！／
	 今月のプレゼント
29	 国際交流員のひとりごと／
	 美術館情報／学校へ行こう！
30	 図書館だより／歴史探訪／伝承館だより
31	 NPO通信／安全・安心情報／
	 番組紹介／現住人口／編集後記

令和元年度予算　
重要施策の推進！

※今月の「楽うまレシピ」は、休載します

取材で出会った笑顔

７月21日に執行された参
議院議員選挙で、高木自治公
民館の投票立会人を務めまし
た。初めて選挙権を得た今回
の選挙。政治や選挙への関心
を高め、今問題となっている
さまざまな課題を勉強し、自
分たちの将来を、しっかりと
考えていきたいと思います。

参院選の投票立会人を
務めました

楡
に れ

田
だ

 理梨香さん
（高城高校普通科３年）

７月９日、都城の夏を彩
るおかげ祭りの本祭りが開催
されました。都城駅前で出立
式が行われた後、神柱宮に向
けてみこしの巡行。元気に踊
る跳人や色鮮やかな灯籠山車、
勇壮に練り歩くみこしを一目
見ようと、市内外から多くの
見物客が詰め掛けました。

熱気に包まれた都城の夏

今月の表紙

思いを込めたタッチで手紙をつづる
書家の紫

シ

舟
シュー

さん指導の下、大切な人に書で手紙
をつづる「L

ラ ブ

ove L
レ タ ー

etter P
プロジェクト

roject 都城編」を６月28
日、五十市小学校で開催しました。自分の思いに
合う字を見つけ、思いが伝わる書のタッチを生み
出して手紙にしたためる本プログラムに、同校６
年生113人が参加。長倉由依さんは「初めて筆で
手紙を書き、きれいに書かなければいけないと
思っていたが、自分のオリジナルのタッチで書く
ことができた。大切な人に思いが伝わるとうれし
い」と目を輝かせていました。

乙房地区で「こけないからだづくり講座」が200
回目の節目を迎え、記念セレモニーが７月９日、
乙房こども園で開催されました。昭和を楽しも会
や乙房こども園の園児が歌などを披露した後、参
加者全員で食事会を行い、会場は和やかな笑顔に
包まれました。乙房自治公民館の福田館長は「継
続することが、こけないからだづくりにつながる。
今後も続けていきましょう」と呼び掛けました。
乙房地区では、今後、上級編のこけない体操にも
取り組んでいきます。

200回目の「こけない体操」
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

高崎町どろんこバレーボール祭が６月23日、
高崎小学校南側田んぼで開催されました。市内外
から46チーム308人が参加。参加者らは、チー
ムごとに思い思いのユニホームを身にまとい、泥
だらけになりながら夢中でボールを追いかけてい
ました。

田
ん
ぼ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

泥
だ
ら
け
の
熱
い
戦
い

本市に婚姻届や出生届を提出した人へ、オリジ
ナルのデザインが施された専用用紙に届書をコ
ピーして贈呈するサービスが、７月１日から始ま
りました。１日に出生届を提出した陣之内忍さん

（久保原町）は「第１子誕生の記念に、額に入れて
飾りたい」と顔をほころばせていました。

結
婚
や
出
産
を
祝
う

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

千日七夕まつりが７月７日、上
かん

町の千日通りで
開催されました。千日通りの名物だった催しを、
空き店舗活用を図る㈱みやこんじょやもい舎が再
企画した同イベント。都城高専生の協力の下、風
鈴の絵付けワークショップやお化け屋敷、通りの
店舗による飲食販売などでにぎわいました。

千
日
通
り
を
彩
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
風
鈴

語り部の竹原由紀子さんによる小中学校アウ
トリーチ事業「都城の民話の語り部」が６月21日、
西岳小学校で開催されました。小・中学生のほか、
特別養護老人ホーム入所者など、世代を超えた
100人が鑑賞。「きりしま山の山女」など都城に伝
わる民話や昔話に、真剣に耳を傾けていました。

郷
土
へ
の
理
解
と

愛
着
を
深
め
る

霧島ぼんちニュースポーツ体験会が６月29日、
M
ま る ま る

allmall内のまちなか広場で開催されました。
スポーツ実施率の低い子育て世代などに、トラン
ポリンや輪投げなどを通して、親子で一緒にス
ポーツを楽しんでもらう本イベント。同広場は、
親子らの笑顔でいっぱいになりました。

「都城市環境美化の日」絵画コンクールの表彰式
を７月２日、市長室で行いました。子どもらの環
境美化に対する意識向上を目的に、市内の小学５・
６年生を対象に開催する本コンクール。受賞者ら
は、ごみのポイ捨てなどの環境問題をテーマに、
環境美化への思いを作品に込めていました。

き
れ
い
な
環
境
を

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

親
子
で
楽
し
む

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
！
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各
地
区
の
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
、
地

区
の
課
題
解
決
や
活
性
化
な
ど
の
た
め
の

取
り
組
み
に
補
助
金
を
交
付
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

【
今
年
度
の
主
な
事
業
】

今
年
度
、
市
内
15
地
区
の
う
ち
11
地
区

で
、
29
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⃝
 

都
城
島
津
灯
ろ
う
祭
り
賑
わ
い
創
出
事

業（
姫
城
地
区
）

地
区
内
の
神
社
の
六
月
灯
に
併
せ
、
都

城
島
津
灯
ろ
う
祭
り
を
初
開
催
。

⃝
 

史
跡
等
写
真
集
製
作
事
業（
姫
城
地
区
）

⃝
 

こ
け
な
い
体
操
支
援
事
業（
小
松
原
地
区
）

⃝
 ��

ふ
る
さ
と
再
発
見
事
業（
小
松
原
地
区
）

⃝
 ��

ス
マ
イ
ル
カ
フ
ェ
祝
吉
事
業

⃝
 ��

今
町
俵
お
ど
り
伝
承
事
業（
五
十
市
地
区
）

⃝
 ��

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
充
実
を
図

る
事
業（
横
市
地
区
）

⃝
 ��

地
域
の
歴
史
を
伝
承
す
る
事
業（
横
市
地
区
）

⃝
 �

イ
ベ
ン
ト
環
境
整
備
事
業（
沖
水
地
区
）

⃝
 ��

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

（
志
和
池
地
区
）

⃝
 ��

見
守
り
隊
ベ
ス
ト
作
製
事
業（
庄
内
地
区
）

⃝
 ��

有
害
鳥
獣
対
策
事
業（
庄
内
地
区
）

⃝
 ��

花
木
あ
げ
馬
保
存
伝
承
事
業（
山
之
口
地
区
）

⃝
 ��

平
和
講
演
会
事
業（
山
之
口
地
区
）

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
、
戦
争
の
悲

惨
さ
や
、
平
和
と
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
平

和
講
演
会
を
開
催
。

⃝
 ��「

石
川
理
紀
之
助
」交
流
事
業（
山
田
地
区
）

⃝
 ��

山
田
地
区
広
報
誌
発
行
事
業

⃝
 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
記
念
事
業（
高

崎
地
区
）

旧
高
崎
町
の
町
制
施
行
50
周
年
記
念
に

埋
設
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
を
記

念
す
る
事
業
を
実
施
。

⃝
 ��

高
崎
地
区
縁
結
び
促
進
事
業

⃝
   

自
治
公
民
館
連
携
強
化
事
業（
高
崎
地
区
）

各
地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
で

「
都
城
」
が
元
気
に
！

「 地域活性化」と
「 PRの推進」で
都城を盛り上げる！

令和元年度予算　重要施策の推進！

令和元年度当初予算の中から特色のある事業を紹介す
る連載企画「令和元年度予算　重要施策の推進！」。
今月は、「地域の活性化」と「“肉と焼酎のふるさと・都
城”の対外的PRの更なる推進」について特集します。
� �◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

地
域
活
性
化
事
業

　
　
　
　
予
算
額　
２
、
８
６
７
万
円

　
　
　
　
　

��（
令
和
元
年
度
実
施
分
）

特�集

事業の仕組み

対象地区　市内全15地区

総額1億5,000万円
1,000万円（4年総額）×15地区

自ら考え提案

権限財源

事業年度　平成29 〜令和２年度

地域振興基金
〈4年分をまとめて積立〉

地域振興基金の
取り崩し

地域活性化事業に着手

まち協・
地域住民など
・地域の課題
・地域の活性化策

権限と財源の
移譲
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市
外
の
人
材
を
活
用
し
、
外
部
の
視
点

か
ら
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
取
り

組
む「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
」。
今

年
度
、
新
た
に
隊
員
２
人
が
加
わ
り
、
本

市
の
実
態
に
即
し
た
活
性
化
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。

【
隊
員
の
主
な
活
動（
８
月
現
在
）】

⃝
��

婚
活
支
援
活
動

市
で
は
、
急
速
な
少
子
化
の
進
行
に
対

応
す
る
た
め
、
出
会
い
か
ら
結
婚・妊
娠・

出
産
・
子
育
て
ま
で
の「
切
れ
目
の
な
い

支
援
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
隊
員
の
西
山
久く

瑠る

美み

さ
ん

が
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
や
婚
活
情
報

の
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
の
婚
活
支
援
は
着
実
に
実
を
結
び
、

こ
れ
ま
で
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
１
８
０
組

以
上
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
９
組
か
ら

う
れ
し
い
成
婚
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

⃝
��

特
産
加
工
品
の
研
究
開
発
な
ど

高
崎
大
牟
田
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
（
高

崎
町
大
牟
田
）
の
経
営
改
善
や
担
い
手
育

成
、
新
し
い
特
産
加
工
品
の
研
究
・
開
発

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

隊
員
の
大
内
康や
す
な
り勢

さ
ん
が
、
高
崎
町
産
の

食
材
を
使
っ
た「
粉
末
椎
茸
」や「
高
崎
も

ち
米
肉
焼シ
ュ
ー
マ
イ売

」
を
開
発
。
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

⃝
��

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

活
動

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
ま
ち
な
か
の
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用

し
た
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ま

ち
づ
く
り
や
、

商
店
街
と
連

携
し
た
イ
ベ

ン
ト
支
援
な

ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

⃝
��

温
泉
施
設
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
振
興

活
動（
新
規
）

⃝
���

移
住
・
定
住
促
進
活
動（
新
規
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

　
　
　
　
予
算
額　
１
、
９
７
４
万
円

４月から新隊員として活動しています！

／  よろしくお願いします！／

関東の大学を卒業後、
そのまま関東のスポーツ
用品メーカーで働いてい
ましたが、地元都城に戻
りたいという思いが強く
なり、地域おこし協力隊
に応募しました。現在、
市内にある公設の温泉施
設を活用した地域活性化
に取り組んでいます。

施設の良さをしっかり
とPRしながら、前職の
経験を生かして、新規の
利用者を増やすさまざま
な企画を考えていきたい
と思います。

日向市出身の私は、都
城在住の友人が多いこと
もあり、都城出身の夫と
の結婚を機に、地域おこ
し協力隊に応募しました。

子育てしやすい環境や、
安くておいしい食材な
ど、多くの魅力がある都
城。移住者の私だからこ
そ実感できる都城の魅力
を、移住希望者に発信し
ていきたいです。併せて、
移住後の生活のアドバイ
スにも力を入れ、移住相
談の強化も図っていきた
いと考えています。

婚活支援の企画を立案する西山さん

大内さんが開発した新商品
多くの来場者でにぎわった
千日七夕まつり

温泉施設などを活用した
地域振興活動に取り組む

移住・定住促進活動に
取り組む

鹿島�鉄平さん 末永�ちほみさん

インタビュー

令和元年度予算　重要施策の推進！
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対
外
的
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て

い
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
ほ
か
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
、
よ
り
一

層
、「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
の

魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
本
市
に
寄
附
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
市
外
の
人
に
、「
肉
と

焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
に
特
化
し
た

特
産
品
を
贈
呈
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
対
外

的
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、

本
市
の
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

⃝
���

返
礼
品
の
内
容
と
Ｐ
Ｒ
手
段
の
充
実

特
産
品
の
供
給
体
制
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
魅
力
あ
る
返

礼
品
を
取
り
揃
え
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部

で
感
謝
祭
を
開
催
す
る
な
ど
、
本
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
推
進
し
ま
す
。

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
や
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
構
内
、

天
神
地
下
街
な

ど
に
看
板
や
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示

し
、
旅
行
者
や

都
市
圏
在
住
者

に
本
市
の
魅
力

を
発
信
。
知
名

度
の
一
層
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

市
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ「
極

上
！　
み
や
こ
の
じ
ょ
う
！
」で
、本
市
の

優
れ
た
特
産
品
を
全
国
の
消

費
者
に
直
接
販
売
し
、本
市

の
物
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で「
都
城
を
選
ん
で

い
た
だ
い
た
人
」を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
と

め
、
こ
れ
か
ら
も「
選
ん
で
も
ら
う
」た
め
、

「
都
城
市
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」を
開
設
。
会
員

向
け
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、
本
市
の
物
産
や
観
光
の
さ
ら

な
る
拡
大
を
図
り
ま
す
。

都
城
市
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

運
営
事
業

　
　
　
　
予
算
額　
１
、
０
８
０
万
円

東京モノレール企画電車でPR

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　
　
予
算
額　
34
億
９
、
３
８
３
万
円

都
城
市
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
予
算
額　
５
３
５
万
円

都
城
の
魅
力
を

強
力
に
発
信
！

″
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
〟の

対
外
的
Ｐ
Ｒ
の
更
な
る
推
進
！

「肉と焼酎のふるさと・都城」の
新たなランドマークとして、今年
度から令和３年度にかけて「道の
駅」都城を大幅にリニューアルし、
物産振興と交流人口の拡大による
地域活性化を目指します。

今年度は、新施設の整備基本計
画をつくり、運営組織の設立準備
を進めます。

「道の駅」都城を
リニューアル！

　トピック 「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」

推
進
事
業

　
　
　
　
予
算
額　
２
、
２
２
４
万
円

物産振興拠点施設整備事業
　� 予算額　5,302万円
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「
都
城
を
知
っ
て
も
ら
い
、関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
」
た
め
の
対
外
的
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

「
都
城
へ
来
て
も
ら
う
」た
め
の
取
り
組
み

を
強
力
に
展
開
。
観
光
誘
客
や
交
流
人
口

の
拡
大
を
積
極
的
に
促
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
日
本
一
に
輝
い
た
都
城

の
誇
る「
肉
と
焼
酎
」
を
観
光
の
目
玉
に

据
え
、
観
光
客
に
都
城
へ
足
を
運
ん
で

も
ら
う
こ
と
で
、m

eat

「
肉
と
焼
酎
」
に

m
eet

「
出
会
う
こ
と
」
の
で
き
る
滞
在
型

旅
行
企
画「
ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム（
以
下
：

Ｍ
Ｔ
）」。
Ｍ
Ｔ
を
満
喫
で
き
る
ツ
ア
ー
を

企
画
・
実
施
す
る
旅
行
業
者
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
Ｍ
Ｔ
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

本
市
へ
の
国
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客
を

促
進
す
る
た
め
、
観
光
分
野
に
精
通
し
た

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材「
観
光
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
」を
全
国
か
ら
公
募
し
、
配
置
。

新
た
な
観
光
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
代
表
的
な
自
然
景
勝

地
で
、
日
本
の
滝
１
０
０
選
に
も
選
ば

れ
て
い
る「
関
之
尾

滝
」
と
そ
の
周
辺
を
、

観
光
の
目
玉
施
設

と
し
て
位
置
付
け
、

大
胆
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
図
り
ま
す
。

日
本
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
に
着
目
。
本
市
で
は
、
旅
行

客
数
が
最
も
多
い
台
湾
を
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
旅
行
関
係
者
へ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
た
り
、
外
国
人
観
光

客
に
対
応
し
た
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発

掘
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
観
光
誘
客
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
へ
の
積
極
的
な

キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
ほ
か
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
の
合
宿
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

本
市
の
合
宿
誘
致
団
体
数
は
年
々
伸
び
、

21
団
体（
平
成
24
年
度
）か
ら
１
６
６
団
体

（
平
成
30
年
度
）に
増
加
し
て
い
ま
す
。

観
光
力
強
化
推
進
事
業

　
　
　
　
予
算
額　
１
、
８
９
９
万
円

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
予
算
額　
４
５
７
万
円

合
宿
誘
致
推
進
対
策

　
　
　
　
予
算
額　
２
、
５
４
２
万
円

ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

　
　
　
　
予
算
額　
３
、
３
８
６
万
円

「
知
っ
て
も
ら
う
」は

次
の
ス
テ
ー
ジ

「
来
て
も
ら
う
」へ

インタビュー

るため、全国各地に営業しています。
昨年度は、全日本空輸㈱（ANA）の社
員を対象に、モニターツアーを実施。そ
の意見を生かしながら、都城の魅力を
感じられる体験型プログラムを考案しま
した。推進委員会の皆さんの協力もあ
り、ＭＴツアー参加者が、53人（平成29
年度）から455人（平成30年度）に増加し、
認知度が徐々に増えていると実感します。
これからも、ＭＴの認知度を高め、全
国の人に都城の魅力を知ってもらえるよ
うにがんばりたいです。

観光プロモータ
ーに就任した当初
からＭＴを担当し、
県外の旅行業者な
どにＭＴを紹介す

都城市観光プロモーター
（ANAの地域駐在型社員）

東園�妃
ひ か り

佳里さん

令和元年度予算　重要施策の推進！
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人財育成による組織活性化を進め、市民の幸福と市の発展を実現するため

都城市は全国の自治体で初めて「フィロソフィ  」を策定しました。※

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
は
、
京
セ
ラ
株
式
会
社

の
稲
盛
和
夫
名
誉
会
長
が
提
唱
し
た
人
生

哲
学
で
あ
り
、
幸
せ
な
人
生
を
送
り
、
仕

事
で
結
果
を
出
す
た
め
の
指
針
で
す
。
同

社
グ
ル
ー
プ
を
始
め
、
多
く
の
企
業
で
、

こ
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
ベ
ー
ス
に
経
営
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
自
治
体
経

営
の
考
え
方
の
下
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
中

心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
結
果
を
出
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
さ
ら
な
る
市

民
の
幸
福
と
市
の
発
展
の
た
め
、
京
セ
ラ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会

社
の
協
力
を
得
て
、
行
政
機
関
と
し
て
初

と
な
る「
都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
と
は

都城市役所では、市民の幸福増進と市政の発展のため「都城フィロソフィ」を策定しました。
今回は、その内容を紹介します。　　◎問い合わせ　職員課フィロソフィ推進室　☎23-2119

人生・仕事の結果

考え方

熱　意

能　力

×

×

池田市長揮
き
毫
ごう
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都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
の
完
成
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
手
帳
を

拝
見
し
、
た
い
へ
ん
素
晴
ら
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。
当
社
で
は
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
の
編

纂さ
ん

を
支
援
す
る
仕
事
も
し
て
い
ま
す
が
、

行
政
機
関
が
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
編
纂
さ
れ

た
の
は
都
城
市
様
が
初
め
て
で
す
。
そ
こ

に
は「
さ
ら
な
る
人
財
育
成
に
よ
る
組
織

の
活
性
化
で
、
市
民
の
幸
福
と
市
の
発
展

を
実
現
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
感

じ
ま
す
。

私
ど
も
京
セ
ラ
グ
ル
ー
プ
の
会
長
で
あ

る
稲
盛
和
夫
は
、
仕
事
を
す
る
上
で「
ベ

ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
」
と
言

い
ま
す
。
ベ
ク
ト
ル
と
は
大
き
さ
だ
け
で

な
く
方
向
を
合
わ
せ
た
量
の
こ
と
で
す
。

一
人
一
人
が
強
く
て
も
方
向
性
が
バ
ラ
バ

ラ
だ
と
大
き
な
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆

の
方
向
性
が
そ
ろ
う
こ
と
で
大
き
く
強
い

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
考
え
方
を
明

文
化
し
、
一
人
一
人
が
そ
れ
を
意
識
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
が
都
城
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
の
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
当
社
は
都
城
市
様
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

都
城
市
様
に
ご
支
援
で
き
る
機
会
を
賜
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
人
財
育
成
の
支
援

や
ア
メ
ー
バ
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
開
発・セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・

Ｉ
ｏ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事

業
、
通
信
お
よ
び
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
な
ど
、
当
社
の
持

つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
通
じ
て
、
都
城
市

の
皆
様
の
幸
福
と
市
の
発
展
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
機
関
で
は
全
国
初

人
材
育
成
に
よ
る
組
織
の
活
性
化
を
期
待
し
ま
す

都
城
市
で
は
こ
の
た
び
、
全
国
の
自
治

体
な
ど
行
政
機
関
と
し
て
は
初
と
な
る

「
都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
と
は
、
私
が

提
唱
す
る「
自
治
体
経
営
」
の
考
え
方
の

中
で
最
も
大
切
な
経
営
資
源
で
あ
る「
ヒ

ト
」、
す
な
わ
ち
、
市
役
所
職
員
の
人
財

育
成
指
針
で
す
。

自
治
体
経
営
に
お
い
て
は
、「
ヒ
ト（
人

財
＝
市
役
所
職
員
）
が
成
長
す
れ
ば
、
ヒ

ト
が
構
成
す
る
モ
ノ（
組
織
＝
市
役
所
）

も
成
長
し
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
政

策（
カ
ネ
）も
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
市
民
の
幸
福
と
市
の
発
展
に

つ
な
が
る
」と
い
う
考
え
方
で
あ
る
の
で
、

都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
が
、
い
か
に
重
要
な

位
置
付
け
で
あ
る
か
ご
理
解
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
は
、
全
30
項

目
か
ら
な
る
都
城
市
職
員
と
し
て
の
心
構

え
を
表
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
、

私
が
市
長
就
任
以
来
言
い
続
け
て
い
る

「
あ
い
さ
つ
が
全
て
の
基
本
」な
ど
当
た
り

前
の
こ
と
か
ら
、「
コ
ン
セ
プ
ト
を
立
て
、

戦
略
的
に
行
動
し
、結
果
を
出
す
」と
い
っ

た
自
治
体
ら
し
か
ら
ぬ
こ
と
ま
で
多
岐
に

亘
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
城
市
と
京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
は
、
人

財
育
成
や
地
域
企
業
の
活
性
化
な
ど
を
目

的
に
、
７
月
１
日
、
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

今
後
、
よ
り「
素
晴
ら
し
い
都
城
市
」

と
し
て
い
く
た
め
に
、
私
を
含
め
た
全
て

の
職
員
が
、
都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
積
極

的
に
学
び
心
に
留
め
、
日
本
一
の
市
役
所

を
目
指
し
て
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
市
民
の

皆
様
も
都
城
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
を
ご
一

読
い
た
だ
き
、
私

た
ち
都
城
市
職
員

の
取
り
組
み
に
対

し
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
都
城
市
役
所

素
晴
ら
し
い
都
城
市
と
す
る
た
め
に

池田　宜永 市長

７月１日、京セラコミュニケーション
システム㈱と包括連携協定を締結

京セラコミュニケーションシステム㈱
代表取締役社長

黒瀬　善仁 さん
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第１章　成功方程式（人生・仕事の方程式）
	 人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力　
第２章　正しい考え方を持つ
		 あいさつが全ての基本
		 身だしなみは人のため
		 明るく元気に、素直な心で前向きに
		 感謝の気持ちを忘れず、謙虚に生きる
		 物事をシンプルに捉える
		 損得ではなく善悪で判断し、人間として正しいことを貫く
第３章　熱意を持って、地道に努力を続ける
		 自ら燃える
		 地道に努力を積み重ね、真面目に一生懸命仕事に打ち込む

第１章　一人ひとりが都城市役所
				 一人ひとりが都城市役所　
					 地域を愛し、地域と共に生きる
					 都城が持っているものを生かす
				 市民目線を貫く
					 傾聴と共感が改善を生む
					 自分の仕事ではないと言わない
					 率先垂範する
第２章　全員の心を一つにする
					 本音でぶつかる
					 ベクトルを合わせ、チームで取り組む
					 笑顔で仕事に取り組む
第３章　燃える集団となる
					 高い目標を持つ
					 有言実行でことに当たる
					 本気で挑戦する
					 成し遂げるまで諦めない
					 今できることは今やる
					 スピード感を持って決断し、行動する
					 大局観を磨く
					 よく働き、よく遊ぶ
第４章　結果にこだわる
					 自治体の常識・殻を打ち破る
					 楽観的に構想し、悲観的に計画し、楽観的に実行する
					 コンセプトを立て、戦略的に行動し、結果を出す

都城フィロソフィ
第
１
部　

素
晴
ら
し
い
人
生
を
送
る
た
め
に

第
２
部　

素
晴
ら
し
い
都
城
市
と
す
る
た
め
に
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自治体は、前例を踏襲しがちですが、時勢が目
まぐるしく変わる現在、既存の考え方に捕らわれ
てしまっては、市民が本当に必要なサービスを提
供することはできません。また、新たな課題に柔
軟に対応することもできません。
自治体だからこうあるべきという固定観念に捕
らわれず、自由で前向きな発想で、市民のために
何が最良であるかを判断し、果敢に実行していく
ことが、「日本一の市役所」を目指すための土台と
なります。
自治体の常識・殻を打ち破ることは、自分の成
長にもつながります。常に、都城市、そして自分
の持つ無限の可能性を信じ、勇気を持って挑戦す
る姿勢こそが、素晴らしい成長をもたらします。

自治体の常識・殻を打ち破る

あいさつが全ての基本です。あいさつは、社会
生活を営む上で欠かせないものです。したがって、
簡単なあいさつすらきちんとできない人が、難し
い仕事をすることなどできません。
どんなときでも、相手より早く、自ら笑顔であ
いさつする姿勢を持ち続けることが重要です。
あいさつによって、する側もされる側も、気持
ちよく一日を過ごすことができます。職場におい
ても、あいさつをきっかけとした会話で、さまざ
まな情報や仕事のヒントを得ることができます。
あいさつは、より良い人間関係を築く第一歩で
す。職場環境を良くし、職員の資質をより一層高
めるためにも、あいさつに心を込めることが大切
です。

あいさつが全ての基本
物質には、自燃性・可燃性・不燃性のものがあ
るように、人間のタイプにも、熱意と情熱を持っ
て自ら燃え上がる自燃性の人間、自燃性の人間が
近くにいると燃える可燃性の人間、自燃性の人間
が近くにいても燃えない不燃性の人間がいます。
私たちが目指すのはもちろん自燃性の人間です。
熱意と情熱、そして強い意志を持ち、自ら考え積
極的に行動する自燃性の人間になることで、周り
の人を巻き込み、組織としても大きな力を発揮す
ることができるようになります。
自ら燃えるためには、自分の
仕事や人生を好きになるととも
に、大きな夢や明確な目標を持
つことが必要です。

自ら燃える

自治体の仕事は、数値で評価されるものばかり
ではありません。そのため、仕事に結果を求めな
い風土もあります。
しかし、都城市においては、「自治体も経営す
る時代」との考えに基づき、経営資源（ヒト・モノ・
カネ）を有効に活用し、市民の幸福と市の発展を
実現しようとしています。
そのため、全ての施策に目標を設定し、その目
標を達成するためのコンセプトを明確にし、コン
セプトに沿った適切な戦略を練って、施策を推進
しています。
このことにより、成功が得られ、より良い都城
市が創られていきます。

コンセプトを立て、
戦略的に行動し、結果を出す

都城フィロソフィの一部を紹介します

都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
の
浸
透
を
図

る
た
め
、
全
職
員
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

の
全
て
が
書
か
れ
た
手
帳
を
配
付
し

ま
し
た
。
職
員
が
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
手

帳
を
常
に
携
帯
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
を
身
近
で
当
た
り
前
の
指

針
と
し
て
日
常
的
に
実
践
す
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

を
心
に
留
め
る

ト
ピ
ッ
ク

フィロソフィ推進担当
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送
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

肉
の
盛
り
付
け
方
や
高
級
感
の
あ
る
容
器

を
使
用
す
る
な
ど
、
返
礼
品
提
供
事
業
者

が
自
主
的
に
寄
附
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
す
る
こ
と
で
、
返
礼
品
の
魅
力

が
向
上
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

寄
附
者
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
際

に
、
次
の
８
つ
の
目
的
に
応
じ
た
使
い
道

を
指
定
。
市
は
一
旦
、
基
金
に
積
み
立
て
、

翌
年
度
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を

「
肉
と
焼
酎
」に
特
化
し
、
本
市
の
名
前
と

魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
手
段
と
し
て
積

極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
返
礼
品
は
、

現
在
、
約
７
０
０
品
を
取
り
扱
っ
て
い
て
、

全
て
都
城
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
寄

附
金
額
に
応
じ
て
贈
る
返
礼
品
の
１
０
０

㌫
を
地
元
か
ら
調
達
す
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
90
を
越
え
る
返
礼
品
提
供
事
業

者
が
参
加
。
返
礼
品
の
開
発
や
製
造
、
発

「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
」

市
政
運
営
に
役
立
て
て
い
ま
す
！

本
市
の
平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、
寄
附
件
数
が
約

63
万
９
千
件
、
寄
附
金
額
が
約
95
億
6
千
万
円
と
な
り
、
日
本
一
と

な
っ
た
平
成
27
年
度
・
28
年
度
を
上
回
っ
た
平
成
29
年
度
の
寄
附
金
額

を
、
さ
ら
に
大
き
く
上
回
る
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
と
、
寄
附
金
の
使
い

道
を
紹
介
し
ま
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　
ふ
る
さ
と
産
業
推
進
局　
☎
23
－
２
４
５
２

50億円

100億円

Ｈ20～25平均 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

500万円 5億円

42億円

73億円 75億円

96億円

都城市ふるさと納税寄附金額の推移

大幅に
増加！

日本一

日本一

平成30年度ふるさと納税の寄附目的別寄附額
（単位：万円）

寄附目的 寄附金額
子ども支援 407,831
まちづくり支援 37,094
環境支援 57,273
スポーツ・文化振興支援 22,203
長寿支援 30,925
災害対策支援 50,376
人口減少対策支援 30,889
市長におまかせ 319,644

寄附総額 956,235

返
礼
品
は
地
場
産
品

平
成
30
年
度
の
寄
附

目
的
別
寄
附
額
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いつまでも元気に生活
できるよう、自治公民館
で筋力体操などを行う介
護予防事業を行っていま
す。重しなど講座に必要
な備品を購入し、体操に
役立てています。

災害対策の強化を図る
ため、自主防災組織の結
成を支援しています。災
害時に必要な発電機など
防災資機材の購入を補助
し、地域の防災力向上に
努めています。

⃝

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
支
援（
14
事
業
）

◦
山
之
口
運
動
公
園
整
備
事
業

◦
友
好
交
流
都
市
締
結
20
周
年
記
念
事
業

⃝

長
寿
支
援（
８
事
業
）

◦
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

◦�

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）予
防
連
携
事
業

⃝

災
害
対
策
支
援（
22
事
業
）

◦
自
主
防
災
組
織
結
成
費

◦�

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
支
援
計
画
策

定
事
業

⃝

人
口
減
少
対
策
支
援（
12
事
業
）

◦ 

移
住
・
定
住
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
加

速
化
事
業

◦
転
職
応
援
補
助
金

⃝

市
長
に
お
ま
か
せ（
61
事
業
）

◦
売
れ
る
商
品
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

◦
ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
事
業

◦
都
城
産
宮
崎
牛
生
産
基
盤
整
備
事
業

◦�

地
場
産
物「
ふ
る
さ
と

給
食
」提
供
事
業

◦ 

健
康
な
心
と
生
活
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事
業

◦�

物
産
振
興
拠
点
施
設
整

備
事
業

◦ 

都
城
市
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
運

営
事
業

◦
観
光
戦
略
推
進
事
業

◦
関
之
尾
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

◦
高
齢
者
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
事
業

◦
お
く
や
み
窓
口
構
築
事
業

◦ 

本
庁
舎
ト
イ
レ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
事
業

平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

金
を
財
源
に
活
用
す
る
令
和
元
年
度
の
主

な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝

子
ど
も
支
援（
87
事
業
）

◦
小
中
学
校
空
調
整
備
事
業

◦
小
中
学
校
洋
式
ト
イ
レ
整
備
事
業

◦�

学
力
向
上
対
策
事
業

◦�

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語

学
指
導
事
業

◦�

小
学
校
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
配
置
事

業

◦�

み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
事
業

◦
都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
開
催
事
業

◦
保
育
士
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◦
法
人
立
児
童
福
祉
施
設
整
備
費
補
助
金

◦
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業

◦
予
防
接
種
費

◦
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

◦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
推
進
事
業

◦
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

⃝

ま
ち
づ
く
り
支
援（
９
事
業
）

◦
中
心
市
街
地
再
生
プ
ラ
ン
事
業

◦
地
区
公
民
館
整
備
事
業

⃝
環
境
支
援（
29
事
業
）

◦
都
城
市
南
部
ふ
れ
あ
い
広
場
管
理
費

◦
狩
猟
免
許
取
得
促
進
事
業

「読売広告大賞」の部門賞で
最優秀賞を受賞！

介護保険課
看護師

楡
に れ

田
た

�恵美子さん

危機管理課
主査
浜田�善史さん

【長寿支援】
こけないからだづくり
講座に活用しています

【災害対策支援】
自主防災組織結成費に
活用しています

インタビュー 令
和
元
年
度

寄
附
金
の
使
い
道
の
例

【受賞内容】
◦部門名　�第35回読売広告大賞　住・資産

部門
⃝作品名　�都城産宮崎牛と焼酎、連れ去ら

れる
ふるさと納税の返礼品提供事業者で組織

した都城市ふるさと納税振興協議会が、「肉
と焼酎のふるさと・都城」をPRし、さらなる
ファン獲得につなげるため、東京や大阪、名
古屋、福岡など大都市圏の新聞に広告を掲
載。その広告が「第35回読売広告大賞」住・資
産部門で、最優秀賞を受賞しました。

　トピック

ふるさと給食

ALT
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市
内
・
三
股
町
内
の
高
校
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
市
民
ま
た
は
市

民
の
子
ど
も
が
入
学
し
た
場
合
、
入
学
金

25
万
円
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

◉
取
得
で
き
る
資
格

環
境
園
芸
学
部　
環
境
園
芸
学
科

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許（
理
科
・
農
業
）、

中
学
校
教
諭
１
種
免
許（
理
科
）、
自
然

再
生
士
補
、
学
芸
員
な
ど

人
間
発
達
学
部　
子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
、

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別
支
援
学
校

教
諭
１
種
免
許
な
ど

◉
募
集
人
員

環
境
園
芸
学
科　
１
３
０
人

子
ど
も
教
育
学
科　
80
人

◉
出
願
期
間

特
待
生　
10
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭

推
薦
１
期　
11
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮

推
薦
２
期　
12
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

一
般　
令
和
２
年
１
月
14
日
㈫
～
29
日
㈬

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試　

令
和
２
年
１
月
14
日
㈫
～
１
月
31
日
㈮

５
年
間
の
一
貫
教
育
で
、
技
術
職
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
。
中
学
校
卒
業
後

の
早
い
段
階
か
ら
、
実
験
や
実
習
を
通
し

て
、
専
門
的
な
知
識
が
習
得
で
き
ま
す
。

◉
募
集
人
員

機
械
工
学
科
、
電
気
情
報
工
学
科
、
物
質

工
学
科
、
建
築
学
科　
各
40
人

※ 

各
学
科
と
も
募
集
人
員
の
50
㌫
程
度
を

推
薦
に
よ
り
選
抜

◉
出
願
期
間

推
薦　
令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
～
９
日
㈭

一
般　
令
和
２
年
１
月
27
日
㈪
～
30
日
㈭

令和元年度の市内・三股町内の大学や高専、専門・専修学校の学生募集状況をお知らせします。
� ◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

「都城」で学ぼう！

インタビュー

南九州大学
人間発達学部
子ども教育学科
3年 

久保�友里菜さん

教員になるための
充実した環境が魅力です。

本学に通っていた姉の姿を見
て、教員になるためのサポート
の充実を感じ、入学を決めまし
た。小学校と特別支援学校の教
員免許取得を目指し、日々勉強
に励んでいます。
教育実習が始まる前から、小
学校で、児童との触れ合いの機
会が持てることや、ボランティ
アで参観日の補佐をできること
などが魅力です。南九州大学で
一緒に学びましょう。

自宅から負担が少なく通える学校で、
就職に必要な知識や技術を学び、夢をかなえよう！

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

（
立
野
町
）�

☎
21-

２
１
１
１

都
城
高
専
（
吉
尾
町
）

☎
47-

１
１
３
３
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◉
取
得
で
き
る
資
格

理
学
療
法
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
高
度

専
門
士（
４
年
制
大
学
卒
業
程
度
と
同
等
）

◉
募
集
人
員

理
学
療
法
学
科　

40
人

◉
出
願
期
間

指
定
校
推
薦
・
学
校

推
薦
・
社
会
人

９
月
20
日
㈮
～
10
月
１
日
㈫

一
般
・
自
己
推
薦　

10
月
18
日
㈮
～
29
日
㈫

◉
取
得
で
き
る
資
格

情
報
デ
ザ
イ
ン
科

基
本
情
報
技
術
者
試
験
午
前
試
験
免
除
、

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科

日
本
医
師
会
医
療
秘
書
認
定
試
験
受
験
資

格
、
医
師
事
務
作
業
補
助
技
能
認
定
試
験
、

調
剤
報
酬
請
求
事
務
技
能
試
験
な
ど

介
護
福
祉
科

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
福
祉

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど

◉
募
集
人
員

情
報
デ
ザ
イ
ン
科　
30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　
20
人

介
護
福
祉
科　
40
人

◉
出
願
期
間

推
薦
・
一
般

10
月
１
日
㈫
～
17
日
㈭

◉
取
得
で
き
る
資
格

歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
な
ど

◉
募
集
人
員

歯
科
衛
生
士
科　
30
人（
女
子
の
み
）

◉
出
願
期
間

推
薦
・
特
待
生
、
一
般
・
社
会
人

10
月
１
日
㈫
～
17
日
㈭

◉
取
得
で
き
る
資
格　
調
理
師

◉
募
集
人
員

調
理
師
科
昼
間
部　
80
人

調
理
師
科
夜
間
部　
５
人

◉
出
願
期
間

昼
間
部

10
月
１
日
㈫
～
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

夜
間
部（
10
月
開
講
生
）

９
月
13
日
㈮
ま
で

夜
間
部（
４
月
開
講
生
）

令
和
２
年
３
月
13
日
㈮
ま
で

◉
取
得
で
き
る
資
格

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格

◉
募
集
人
員　
介
護
福
祉
学
科　
40
人

◉
出
願
期
間

一
般
・
社
会
人

10
月
１
日
㈫
～
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

◉
取
得
で
き
る
資
格

准
看
護
師
試
験
受
験

資
格
、
看
護
師
国
家

試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

准
看
護
師
科（
医
療

高
等
課
程
）　
40
人

看
護
師
科（
医
療
専
門
課
程
）　
50
人

◉
出
願
期
間（
複
数
あ
り
）

准
看
護
師
科

１
期
：
10
月
７
日
㈪
～
11
月
１
日
㈮

看
護
師
科　

１
期
：
12
月
２
日
㈪
～
26
日
㈭

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科　
40
人

※ 

一
般
入
試
で
定
員
の
70
㌫
程
度
を
選
抜

し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の
30

㌫
程
度
を
選
抜

◉
出
願
期
間

推
薦　

10
月
11
日
㈮
～
11
月
８
日
㈮

一
般
・
社
会
人

12
月
9
日
㈪
～
令
和
２
年
１
月
14
日
㈫

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員　
看
護
学
科　
80
人

◉
出
願
期
間（
複
数
あ
り
）

指
定
校
推
薦
・
一
般
推
薦

１
期
：
10
月
１
日
㈫
～
10
月
16
日
㈬

◦
社
会
人

１
期
：
10
月
１
日
㈫
～
10
月
16
日
㈬

◦
一
般

１
期
：
12
月
19
日
㈭
～
令
和
２
年
１
月
15

日
㈬

都
城
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

（
大
岩
田
町
）�

☎
36-

５
６
７
０

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
吉
尾
町
）

☎
38-

４
８
１
１

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
吉
尾
町
）�

☎
38-

４
８
１
２

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
都
島
町
）�

☎
22-
４
６
２
６

豊
心
福
祉
学
園
（
安
久
町
）

☎
39-

６
９
５
１

都
城
看
護
専
門
学
校
（
姫
城
町
）

☎
22-

０
７
１
１

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

（
祝
吉
町
）�
☎
22-

３
６
９
０

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属

医
療
専
門
学
校
（
三
股
町
長
田
）

☎
52-

６
９
２
１

◎
注
意

　
出
願
期
間
は
、
複
数
回
設
定
し
て

い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

各
学
校
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
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令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
（
南
部
九
州
総
体
２
０
１
９
）

が
、
27
年
ぶ
り
に
宮
崎
県
や
鹿
児
島
県

な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
宮
崎
県
は
、

昨
年
４
月
に
県
高
校
生
活
動
推
進
委
員

会
を
発
足
。
そ
の
委
員
長
を
務
め
て
い

る
の
が
、
都
城
工
業
高
校
の
松
尾
宥
希

さ
ん
で
す
。

県
内
６
支
部
か
ら
な
る
同
委
員
会

は
、
各
高
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
生
徒
ら

が
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る
推
進
員
と
し

て
、
広
報
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
自
ら
企
画
・

運
営
す
る
も
の
で
す
。

松
尾
さ
ん
は
、県
委
員
会
と
、都
城・

北
諸
支
部
推
進
委
員
会
の
委
員
長
を
兼

任
。
昨
年
は
、
開
催
地
の
愛
知
・
岐

阜
県
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
現
地

の
お
も
て
な
し
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ

の
経
験
を
生
か
し
、
南
部
九
州
総
体
に

毎月第３日曜日は 「家庭の日」

生徒らのメッセージが書かれた横断幕

Smiling faces of miyakonojo

向
け
、
歓
迎
や
激
励
の
思
い
を
込
め
た

の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
を
作
成
し
た
り
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
に
出
演
し
た
り

し
て
、
大
会
の
広
報
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
市
内
商
業
施

設
の
街
頭
活
動
で
は
、
委
員
会
メ
ン

バ
ー
発
案
の
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
を
配
る

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
広
く
市

民
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
都
城・
北
諸
支
部
の
メ
ン
バ
ー
で
、

多
く
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
て
大
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
こ
と
が
、

一
番
楽
し
い
思
い
出
」
と
活
動
を
振
り

返
る
松
尾
さ
ん
。
活
動
と
学
校
の
試
験

が
重
な
っ
て
、
思
う
よ
う
に
勉
強
時
間

が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
委
員
長
と
し
て

委
員
の
意
見
の
集
約
に
苦
労
し
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
「
何
よ
り
、
人

と
関
わ
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
満
面
の

笑
み
を
見
せ
ま
す
。

中
学
生
の
頃
、
市
内
で
開
催
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
に
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
、
奉
仕
活
動
に
強
く
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
松
尾
さ
ん
は
、

高
校
入
学
直
後
に
同
委
員
会
の
こ
と
を

知
り
、
す
ぐ
に
立
候
補
。「
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
通
し
て
、
自
身
の
成
長
は
も

ち
ろ
ん
、
仲
間
と
の
絆
が
生
ま
れ
た
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

７
月
下
旬
か
ら
約
１
カ
月
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
る
南
部
九
州
総
体
。
本
市

で
は
、
早
水
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
と
弓
道
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
松
尾

さ
ん
ら
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
市
内
で

行
わ
れ
る
大
会
期
間
中
、
都
城
駅
前
で

の
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
の
配
布
や
、
会
場
の

案
内
を
行
い
ま
す
。

「
選
手
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
プ

レ
ー
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
ほ
か
、
都

城
を
訪
れ
る
人
々
に
満
足
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
お
も
て
な
し
を
精
一
杯
が
ん

ば
り
た
い
」と
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、

意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

令和元年度全国高等学校総合体育大会
（南部九州総体2019）
県高校生活動推進委員会委員長および
都城・北諸支部推進委員会委員長

松尾　宥
ゆう

希
き

 さん
（都城工業高校２年）
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南部九州総体２０１９の成功に向けた
� 高校生によるおもてなし大作戦！
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増
え
続
け
る
空
き
家
と
、

空
き
家
が
も
た
ら
す
問
題

空
き
家
に
な
っ
た
家
屋
を
放
置
す
る
と
、

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
ば
か
り
か
、防
災・

防
犯
上
の
不
安
や
衛
生
面
の
悪
化
の
心
配

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
５
月
に「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

施
行
さ
れ
、
空
き
家
所
有
者
の
責
務
が
明

確
に
な
り
、
そ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

◦「
空
き
家
」に
な
る
と
…

◦
瓦
の
落
下

◦
建
材
の
飛
散

◦
建
物
の
倒
壊

◦
不
審
者
の
侵
入
と
犯
罪
の
誘
発

◦
放
火
や
火
災
の
危
険

◦
景
観
の
悪
化

◦
樹
木
や
雑
草
の
繁
茂

◦
動
物
や
害
虫
の
繁
殖　
な
ど

知
ら
ぬ
間
に「
空
き
家
」の
所
有
者
に

空
き
家
の
問
題
は
、
そ
の
所
有
者
が
亡

く
な
り「
引
き
継
ぐ
人
が
い
な
い
」「
適
正

に
相
続
さ
れ
て
い
な
い
」
と
き
に
発
生
し

ま
す
。
例
え
ば
、
親
や
兄
弟
の
家
が
空
き

家
に
な
り
、
相
続
手
続
き
を
せ
ず
に
放
置

し
て
お
く
と
、
全
て
の
子
や
孫
、
兄
弟
な

ど
の
法
定
相
続
人
が
相
続
の
対
象
と
な
り
、

さ
ら
に
そ
の
子
や
孫
が
生
ま
れ
る
こ
と
で

相
続
人
が
増
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

あ
な
た
も
、
知
ら
ぬ
間
に
空
き
家
を
相
続

し
て
し
ま
い
ま
す
。

適
正
に
相
続
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、

空
き
家
問
題
の
解
決
を
難
し
く
し
て
い
る

一
番
の
要
因
で
す
。「
空
き
家
に
し
な
い
」

た
め
に
は
、
早
め
の
相
続
手
続
き
や
売
却

な
ど
の
対
策
を
と
る
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。

「
空
き
家
」に
し
な
い
た
め
に

◦
登
記
の
状
況
確
認

空
き
家
の
中
に
は
、
移
転
登
記
が
さ
れ

て
お
ら
ず
、
過
去
の
所
有
者
名
義
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
家
屋
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
誰
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
の
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

◦
誰
が
相
続
す
る
の
か
を
話
し
合
う

所
有
者
が
確
認
で
き
た
ら
、
そ
の
相
続

人
が
誰
か
を
調
べ
て
、
相
続
人
全
員
で
、

誰
が
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
相
続
す
る
か

遺
産
分
割
を
話
し
合
い
、
相
続
内
容
を
決

め
て
、
き
ち
ん
と
相
続
手
続
き
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

◦
専
門
家
に
相
談

相
続
関
係
が
複
雑
に
な
る
と
、
個
人
で

の
解
決
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
早
め
の
売

却
や
解
体
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
対
応
策
に
応
じ
て
、
司
法
書
士
や

不
動
産
取
引
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

住む人がいなくなり放置されたままの空き家が、全国的に社会問題となっています。
相続や譲渡など、適切な処分が行なわれない場合、近隣住民の生活にさまざまな影響を
与えるばかりか、高額な過料も発生します。
法定相続人となる可能性がある遠方の家族や親戚などが集まるこの８月に、後々、空
き家を生じさせたり所有者になったりしないよう、みんなで話し合いましょう｡
� 　◎問い合わせ　建築課　☎23-2585

他
人
ご
と
で
は
な
い「
空
き
家
」
の
話

あ
な
た
の
　  

は
大
丈
夫
？

家
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相談内容 関係機関・団体 連絡先

登記名義人の
確認

宮崎地方法務局都城
支局 ☎22-0490

相続・登記　
相続人の調査 宮崎県司法書士会 ☎0985-28-8538

土地・建物の
売買

宮崎県宅地建物取引
業協会（県南支部） ☎22-6627

建物の解体

宮崎県都城地区建設
業協会 ☎22-1991

宮崎県解体工事業協
同組合 ☎0985-32-0015

解体費用の融
資

※空き家解体への融資を行う金融機関が
あります。直接、金融機関に問い合わせ
ください。

その他空き家
に関すること 市役所建築課 ☎23-2585

所有者が空き家を管理せず、周辺に悪影響を及ぼす状態で放置すると「特定空
家等」に認定されます。土地の課税額に対する住宅用地の特例※１が廃止されたり、
過料処分※２に処せられることがあります。

また、近隣の家屋や通行人に被害を与えた場合、高額な損害賠償を求められ
ることも考えられることから、「空き家」として放置すべきではありません。

※１住宅用地の特例廃止　
特定空家等として特例廃止の勧告を受けた場合、その建物に係る敷地は、固定資産税の住宅用地の特
例が廃止され、土地にかかる税額は最大６倍にもなります。
※２高額な過料
特定空家等として命令を受け、その命令に違反、従わなかった場合は、50万円以下の過料に処せられ
ることがあります。

空き家についての各種問い合わせ

公益財団法人日本住宅総合センターが、
平成24年度に実施した「空き家発生による
外部不経済の実態と損害の試算に係る調
査」によると、空き家から傷んだ外壁材や
瓦などが落下し11歳の子どもが死亡した
場合の賠償額が、5,630万円になるとの試
算が報告されています。
さらに、空き家が倒壊し、近隣の家を破
壊、死者が出た場合は、億単位の賠償金が
所有者に請求されます。あなたはそれでも、
「空き家」を放置しますか。

コラム

空き家として放置を続けると…
損害区分 損害額（賠償額）

人
身
損
害

死亡逸失利益 3,400 万円

慰謝料 2,100 万円

葬儀費用 130 万円

合計 5,630万円

空き家を放置し続けると…

特
定
空
家
等
に
認
定

助
言
・
指
導

勧　
告

命　
令

行
政
代
執
行

費
用
徴
収

税特例廃止※１ 過料※2

Miyakonojo City Public Relations   2019.819



無
償
化
の
概
要

【
幼
稚
園
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
の
利
用
者
】

◉
対
象
・
利
用
料（
月
額
）

◦ 

幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認
定
）

の
利
用
者
は
、
３
歳
に
な
っ
た
翌
月
か

ら
全
額
無
償

◦ 

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園（
２
号
認
定
）

の
利
用
者
は
、
４
月
１
日
時
点
で
満
３

歳
を
迎
え
て
い
る
３
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら

５
歳
児
ク
ラ
ス
ま
で
全
額
無
償

◦ 

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
０
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
利
用
者
は
、
全
額
無
償

【
幼
稚
園
な
ど
の
預
か
り
保
育
の
利
用
者
】

◉
対
象
・
利
用
料（
月
額
）

◦ 

幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認
定
）

に
お
い
て
、
市
か
ら「
保
育
の
必
要
性

の
認
定
」
を
受
け
た
利
用
者
は
、
月
の

利
用
日
数
に
応
じ
て
１
万
１
、
３
０
０

円
を
上
限
に
無
償
。
ま
た
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
利
用
者
は
、
満
３
歳
と

な
っ
た
年
度
内
は
、
月
額
１
万
６
、
３

０
０
円
を
上
限
に
無
償

【
認
可
外
保
育
施
設
、
一
時
預
か
り
事
業・

病
児
保
育
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
者
】

◉
対
象
・
利
用
料（
月
額
）

◦ 

市
か
ら「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
を

受
け
た
利
用
者
で
、
３
歳
児
ク
ラ
ス
か

ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
は
３
万
７
千
円
を
上

限
に
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
利
用
者
は
、
４
万

２
千
円
を
上
限
に
無
償

※ 

認
可
外
保
育
施
設
と
は
、
一
般
的
な
認

可
外
保
育
施
設
や
認
可
外
の
事
業
所
内

保
育
施
設
で
、
市
に
届
出
を
行
っ
て
い

て
、
国
の
基
準
を
遵
守
し
、
市
か
ら
確

認
を
受
け
た
施
設
が
無
償
化
の
対
象

【
児
童
発
達
支
援
な
ど
の
利
用
者
】

◉
対
象

◦ 

児
童
発
達
支
援
な
ど
を
受
け
て
い
る
、

３
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
ま

で
の
利
用
者
は
、
全
額
無
償

無
償
化
の
対
象
外

◉
給
食
費（
副
食
費
）な
ど

◦ 

通
園
送
迎
費
や
行
事
費
、
1
号
・
２
号

認
定
こ
ど
も
の
給
食
費
。
た
だ
し
、
年

収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
や
第
３

子
以
降
の
利
用
者
の
副
食
費
は
免
除

「子ども・子育て支援法の一部を改正する法律」の成立に
伴い、10月１日から「幼児教育と保育の無償化」が実施さ
れます。幼児教育・保育にかかる子育て家庭の経済的負担
軽減を図ることで、少子化対策につながることが期待され
ています。� ◎問い合わせ　保育課　☎23-4894

「幼児教育と保育の無償化」が
10月から始まります

無
償
化
に
伴
う
説
明
会

●
日
時
・
場
所　
※
申
し
込
み
不
要

８
／
26
㈪　
19
時
～
20
時

高
城
地
区
公
民
館

８
／
28
㈬　
19
時
～
20
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

８
／
29
㈭　
19
時
～
20
時

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

無償化の範囲
施設・事業 年齢・クラス 対　象 月額上限

幼稚園
認定こども園
（1号認定）

3歳〜 5歳児 全ての世帯 全　額

保育園
認定こども園

（2・3号認定）

0歳児〜 2歳児 市民税非課税世帯 全　額

3歳児〜 5歳児 全ての世帯 全　額

幼稚園などの預かり保育
市から「保育の必要性の認定」を受けた利用者が対象

年齢・クラス 対　象 月額上限

3歳児〜 5歳児 全ての世帯 11,300円

満3歳児※ 市民税非課税世帯 16,300円
※満３歳の誕生日から、次の3月31日まで

給食費（副食費）の免除対象者
世帯収入 第１子 第２子 第３子以降

年収360万円未満相当 副食費免除 副食費免除 副食費免除

年収360万円以上相当 副食費保護者負担 副食費免除

市ホームページ
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市
で
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
13

種
類
の
病
気
の
予
防
接
種
に
加
え
、
市
独

自
で
助
成
し
て
い
る
２
種
類
の
病
気
の
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
法
定
予
防
接
種（
無
料
）対
象
の
病
気
】

結
核
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
、
百
日
咳
、

ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
、

子
宮
頸け

い
が
ん
、
肺
炎
球
菌
、
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染

症
、
水
痘
、
Ｂ
型
肝
炎

【
市
が
助
成
す
る
予
防
接
種
の
助
成
額
】

◉�

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

　
（
助
成
額
）２
、５
０
０
円

◉
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
（
助
成
額
）１
価
１
万
５
０
０
円

　
　
　
　
　
５
価
７
千
円

接
種
時
の
注
意
点

接
種
後
の
数
日
間
は
、
体
調
の
変
化
に

注
意
く
だ
さ
い
。
医
師
の
判
断
で
、
２
種

類
以
上
の
予
防
接
種
を
同
時
に
受
け
る
場

予
防
接
種
は
、
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
感
染
症
を
発
症

し
た
と
き
の
症
状
が
軽
く
な
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
健
康
の
た
め

に
、
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
36
－
５
６
６
１

合
も
あ
り
ま
す
。

接
種
の
期
間
は
、
対
象
と
な
る
病
気
が

ま
ん
延
し
や
す
い
時
期
や
症
状
が
重
症
化

し
や
す
い
時
期
、
子
ど
も
の
免
疫
力
な
ど

を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
発
育
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
の
で
、
医

師
と
相
談
し
な
が
ら
体

調
の
良
い
時
に
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
相
談
相
手

「
母
子
保
健
推
進
員
」

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
母

子
保
健
推
進
員
が
市
内
各
地
区
で
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
安
心
し
て
相
談
く
だ
さ

い
。
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
】

生
後
３
カ
月
程
度
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

家
庭
を
訪
問
。
市
が
開
催
す
る「
赤
ち
ゃ
ん

相
談
」や「
教
室
」を
紹
介
し
た
り
、
赤
ち
ゃ

ん
の
様
子
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
の
受
診
勧
奨
】

乳
児
・
幼
児
健
診
を
受
け
て
い
な
い
乳

幼
児
の
家
庭
を
訪
問
。
健
康
診
査
の
重
要

性
や
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
、
受
診
を
勧
め

て
い
ま
す
。

【
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
】

幼
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
で
託
児
を
行

い
、
お
母
さ
ん
が
悩
み
な
ど
を
保
健
師
や

栄
養
士
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し
や
す
い

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
も
受
け
よ
う

風
し
ん
抗
体
検
査（
無
料
）

県
で
は
、
免
疫
が
低
い
妊
婦
の
配

偶
者
も
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を
対
象

に
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
内
容
な
ど
詳
し
く

は
、
都
城
保
健
所（
☎
０
９
８
６
－

23
－
４
５
０
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
も
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
は
、

　
子
ど
も
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

市では、65人の母子保健推進員が、子育て中のお母さんに
寄り添いながら、子育てに役立つ情報や知識を提供するなどの
サポートをしています。
� ◎問い合わせ　都城市保健センター　☎36-5661

赤ちゃんとお母さんをサポート！

母子保健推進員

Miyakonojo City Public Relations   2019.821



■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
（６：30〜 23：00）

お知らせ

講
座
・
教
室

※
荒
天
の
場
合
は
、
９
月
８
日
㈰
に
順
延

⃝

場
所　
山
之
口
運
動
公
園

⃝
�

内
容　
大
抽
選
会
の
景
品
引
き
渡
し
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
、
会
場
内
の
清

掃
な
ど　

※
迫
力
満
点
の
花
火
が
見
ら
れ
ま
す

⃝

対
象　
高
校
生
以
上
60
歳
以
下

　
８
月
20
日
㈫
ま
で
に
山
之
口
町
商

工
会　
☎
57
－
２
０
１
６

ご
み
問
題
に
関
す
る
み
や
こ
ん
じ
ょ

弁
川
柳
の
作
品

ご
み
分
別
や
減
量
に
つ
い
て
の
考
え
な

ど
を
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
の
川
柳
に
し
て

応
募
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
は
、
10
月
26

日
㈯
に
開
催
の
都
城
市
環
境
ま
つ
り
で
表

彰
し
ま
す
。

⃝
�

対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し

て
い
る
人

　
９
月
５
日
㈭
ま
で
に
環
境
政
策
課

☎
23
－
２
１
３
０

夏
休
み
は
都
城
歴
史
資
料
館
に
行

こ
う
！

夏
休
み
期
間
中
は
、
小
・
中
学
生
と
高

校
生
の
入
館
料
が
無
料
で
す
。
企
画
展
も

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
由
研
究
の
参

考
に
、
ぜ
ひ
、
来
館
く
だ
さ
い
。

⃝
�

夏
休
み
期
間　
８
月
25
日
㈰
ま
で　
９

時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　
文
化
財
課　
☎
23
－
９
５
４
７

高
崎
夏
ま
つ
り

⃝

日
時　
８
月
17
日
㈯　
17
時
30
分
～

※ 

花
火
の
打
ち
上
げ
は
20
時
30
分
～
21
時

30
分
。
雨
天
時
は
８
月
18
日
㈰
に
順
延

⃝

場
所　
高
崎
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

⃝
�

そ
の
他　
会
場
周
辺
は
非
常
に
混
み
合

い
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
や
臨
時
駐
車

場（
東つ

ま

霧
島
神
社
ほ
か
）
か
ら
運
行
す

る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
く
だ
さ
い

　
高
崎
町
商
工
会　
☎
62
－
３
１
３
１

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室（
全
10
回
）

⃝
�

日
時　
８
月
22
日
㈭
～
11
月
７
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日　
９
時
～
11
時　
※
第
３

木
曜
日
を
除
く

⃝

場
所　
都
城
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

⃝

定
員　
15
人　
※
申
し
込
み
順

⃝

費
用　
２
千
円

　
８
月
20
日
㈫
ま
で
に
都
城
運
動
公

園
体
育
館　
☎
23
－
７
５
０
２

ロ
コ
モ
予
防
教
室（
無
料
）

歩
行
困
難
な
ど
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
ま
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
症
候
群
を
予
防

す
る
教
室
で
す
。

⃝
日
時　
８
月
22
日
㈭　
13
時
～

⃝

場
所　
小
牧
病
院

⃝

内
容　
ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
体
力
測
定

⃝

定
員　
30
人　
※
要
申
し
込
み

　
小
牧
病
院　

☎
０
７
０
－
４
６
９
０
－
７
９
５
５

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室（
無
料
）

タ
オ
ル
や
飲
み
物
な
ど
を
持
参
し
、
運

動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象
・
日
時
・
定
員

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
市
民

８
／
８
㈭
・
22
㈭
、
９
／
12
㈭
・
26
㈭

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
②
13
時
45
分

～
15
時
30
分　
各
30
人

未
経
験
ま
た
は
基
礎
を
振
り
返
り
た
い
市
民

８
／
22
㈭　
13
時
～
13
時
45
分　
10
人

⃝

場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※ 

前
日
ま
で
に
要
申
し
込
み
。
通
院
・
治

療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相
談
し
参
加

く
だ
さ
い

　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」

（
無
料
）

⃝

日
時　
８
月
24
日
㈯　
13
時
～
15
時

⃝

場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

内
容　
ス
ト
レ
ス
解
消
講
座
、
交
流
会

※
申
し
込
み
不
要

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
25
－
２
１
２
３

パ
ス
テ
ル
画
教
室（
無
料
）

⃝

日
時　
８
月
28
日
㈬

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

⃝
�

場
所　

都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

⃝

対
象　
60
歳
以
上
の
女
性

⃝

定
員　
10
人　
※
申
し
込
み
順

　
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
25
－
１
０
０
０

都
城
市
美
術
展
作
品　

⃝

搬
入
日　
８
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

⃝

応
募
資
格　
高
校
生
以
上

⃝

出
品
料　
１
点
に
つ
き
１
、５
０
０
円

※
高
校
生
は
無
料
。
募
集

要
項
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く

だ
さ
い　

市
立
美
術
館　
☎
25
－
１
４
４
７

非
常
勤
嘱
託
職
員

⃝
�

業
務
内
容　
道
路
補
修
や
路
肩
草
刈
な

ど
市
道
維
持
清
掃
業
務

⃝
�

対
象・定
員　
体
力
に
自
信
の
あ
る
人・

１
人　

⃝

勤
務
地　
山
之
口
産
業
建
設
課

⃝
�

雇
用
期
間　
９
月
１
日
～
令
和
２
年
２

月
29
日

※
更
新
有
り

⃝
�

勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分

〜
17
時（
週
37
・
５
時
間
）

⃝
�

賃
金　
月
額
14
万
円

※
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
有
り

　
履
歴
書
を
８
月
16
日
㈮
ま
で
に
山

之
口
産
業
建
設
課　
☎
57
－
１
３
１
１

山
之
口
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
当
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

⃝
�

日
時　
９
月
７
日
㈯　
９
時
～
21
時
の

間
で
３
〜
４
時
間
程
度

募
　
集

催
　
し

毎月第３日曜日は「家庭の日」
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市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

陸
上
競
技
指
導
者
研
修
会（
無
料
）

⃝
日
時　
８
月
24
日
㈯　
14
時
～
17
時

⃝
場
所　
都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

⃝
�

対
象　
市
内
お
よ
び
三
股
町
内
で
小
学

生
を
指
導
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
指
導

に
興
味
が
あ
る
人

　
タ
イ
ト
ル
に「
指
導
者
研
修
会
８

／
24
」、
本
文
に
氏
名
、
所
属
、
緊
急
連

絡
先
を
明
記
し
、
８
月
16
日
㈮
ま
で
に

メ
ー
ル
で
都
城
市
陸
上
競
技
協
会

fukyu@
m

iyariku.org

応
急
手
当
講
習

救
命
入
門
コ
ー
ス（
無
料
）

⃝

日
時　
８
月
30
日
㈮

　
　
　
　
10
時
～
10
時
45
分

⃝

場
所　
消
防
局（
菖
蒲
原
町
）

⃝
�

対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

⃝

定
員　
20
人　

　
８
月
23
日
㈮
ま
で
に
消
防
局
警
防

救
急
課　
☎
22
－
８
８
８
３

離
乳
食
教
室（
無
料
）

⃝

日
時　
８
月
30
日
㈮　

　
　
　
10
時
～
12
時
30
分

⃝

場
所　
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

※ 

要
申
し
込
み
。
母
子
健
康
手
帳
や
エ
プ

ロ
ン
な
ど
を
持
参

　
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
62
－
４
４
１
１

市
民
公
開
講
座

痛
み
か
ら
の
解
放（
無
料
）

宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
鹿
児
島

大
学
医
学
部
の
医
師
が
、
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
漢
方
で
の
痛
み
の
治
療
、
緩
和

医
療
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

⃝

日
時　
８
月
31
日
㈯　
13
時
～
16
時

⃝

場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

⃝

定
員　
４
０
０
人　
※
要
申
し
込
み

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記
し
、
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
８
月
20
日
㈫
ま
で

に
痛
み
か
ら
の
解
放
事
務
局（
〒
891
－
０

１
１
５　
鹿
児
島
市
東
開
町
４
－
94
）

☎
０
９
８
５
－
59
－
５
０
１
０

F  ０
９
８
５
－
59
－
５
０
１
１

在
職
者
向
け
基
礎
的
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

⃝

日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用

視
覚
効
果
を
活
用
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
技
法（
全
２
回
）

９
／
７
㈯
・
14
㈯　
９
時
～
16
時

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校　
15
人

３
、２
４
０
円　
締
め
切
り
：
８
月
23
日
㈮

表
計
算
ソ
フ
ト
の
業
務
活
用（
全
２
回
）

９
／
19
㈭
・
26
㈭　
９
時
～
16
時　

都
城
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院　
15
人

３
、２
４
０
円　
締
め
切
り
：
９
月
５
日
㈭

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
宮
崎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
所
属
す
る
企
業
を
通

し
て
フ
ァ
ク
ス
で
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
崎

☎
０
９
８
５
－
51
－
２
３
８
１

F  ０
９
８
５
－
51
－
１
５
０
９

都
城
高
専
教
養
講
座

刃
物
と
砥と

石い
し

の
基
礎
と
包
丁
の
研

ぎ
方
教
室（
全
２
回
）

⃝
�

日
時　

　
９
月
６
日
㈮　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

　
９
月
７
日
㈯　
９
時
～
12
時

⃝
�

場
所　
都
城
高
専
機
械
工
学
科
工
作
実

験
室
・
実
習
工
場

⃝

定
員　
10
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

⃝
�

費
用　
千
円（
保
険
料
な
ど
）

　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
８
月

16
日
㈮
ま
で
に
都
城
高
専（
〒
885
－
８
５

６
７　
吉
尾
町
４
７
３
－
１
）

☎
47
－
１
３
０
６　
F  38
－
１
５
０
８

kikaku@
jim

.m
iyakonojo

－nct.ac.jp

健
康
ラ
イ
フ
教
室（
無
料
）

⃝

日
時　
９
月
５
日
㈭

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

⃝

場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⃝
�

内
容　
「
血
液
の
管
理
者“
腎
臓
”
～
健

診
を
受
け
て
早
期
発
見
」
を
演
題
に
、

西
浦
病
院
長
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

⃝

定
員　
40
人　
※
要
申
し
込
み

　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※�その他の行事は、市ホームページで
確認できます
都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
マタニティの会（スタイ作り）
⃝日時　9/11㈬　13時30分～ 15時
⃝定員　5組　※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
ゆっくりお話しましょう！
「0歳の赤ちゃんroom」
⃝日時　毎週木曜日（第2木曜日を除く）
　　　　10時～ 11時30分
山田地域子育て支援センター　　☎64-3171
子育て講座「保育所・幼稚園・認定こども園について」
⃝日時　8/23㈮　10時30分～
⃝定員　10組　※要申し込み
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
助産師えり子先生の赤ちゃん相談
⃝日時　9/13㈮　10時30分～ 11時30分
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
野添先生の筆文字遊び
⃝日時　9/4㈬　10時30分～
⃝定員　10組　※要申し込み

Miyakonojo City Public Relations   2019.823



■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
（６：30〜 23：00）

お知らせ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝

日
時　
８
月
16
日
㈮　

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

⃝

場
所　
都
城
保
健
所

⃝

定
員　
３
人　
※
要
予
約

　
都
城
保
健
所　
☎
23
－
４
５
０
４

風
し
ん
抗
体
検
査（
無
料
）

市
が
配
付
す
る
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利

用
し
て
、
医
療
機
関
で
風
し
ん
の
抗
体
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
抗

体
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
場
合
、
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

対
象　
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
市
民

① 

昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性（
全
員
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
）

② 

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
検
査
を
希
望
す
る
男
性

（
要
申
し
込
み
）

　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

被
爆
二
世
の
健
康
診
断（
無
料
）

⃝
�

対
象　
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
健

康
手
帳
を
所
有
し
て
い
て
、原
爆
投
下
後

に
生
ま
れ
た
人（
胎
児
被
爆
者
を
除
く
）

相
　
談

⃝
�

日
程
お
よ
び
実
施
期
間　
後
日
、
申
込

者
に
通
知

⃝
�

申
し
込
み
方
法　
健
康
課
で
配
布
す
る

所
定
の
様
式
の
全
て
の
項
目
を
明
記
し
、

８
月
30
日
㈮
ま
で
に
封
書
で
宮
崎
県
健

康
増
進
課（
〒
880
－
８
５
０
１　
宮
崎
市

橘
通
東
二
丁
目
10
番
１
号
）へ
郵
送

　
県
健
康
増
進
課

　
　
　
☎
０
９
８
５
－
26
－
７
０
７
９

庄
内
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
と
庄
内

地
区
公
民
館
の
仮
設
移
転

施
設
建
て
替
え
の
期
間
中
、
仮
設
庁
舎

へ
移
転
し
ま
す
。

⃝
�

予
定
期
間　
８
月
26
日
㈪
～
令
和
２
年

11
月
中
旬　

⃝
�

仮
設
場
所　
庄
内
地
区
体
育
館
東
側
敷

地（
庄
内
町
１
２
５
９
９
番
地
１
）

　
生
涯
学
習
課　
☎
23
－
９
５
４
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
で
は
、
企
業
の
設
備
投
資
促
進
の
た

め
、
一
部
地
域
に
お
い
て
工
場
立
地
法
の

緑
地
面
積
率
な
ど
を
緩
和
す
る「
都
城
市

工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
」
を
制
定
す

る
に
当
た
り
、
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。

⃝
�

公
表
の
場
所　
企
業
立
地
推
進
室
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
、
都
城
商
工
会
議
所
お
よ
び
各

商
工
会

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

⃝

意
見
の
提
出
期
限　
８
月
30
日
㈮

⃝
�

提
出
方
法　
公
表
の
場
所
で
配
布
す
る

「
意
見
・
情
報
提
出
書
」に
、
住
所
、
氏
名

ま
た
は
団
体
名
を
明
記
し
、
企
業
立
地

推
進
室（
〒
885
－
８
５
５
５
）へ
郵
送
ま

た
は
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
、
公

表
の
場
所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
住
所

や
氏
名
な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見
に
対

し
て
は
、
市
の
考
え
を
公
表
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

　
企
業
立
地
推
進
室

☎
23
－
２
７
５
３　
F  23
－
２
６
９
３

m
rich@

city.m
iyakonojo.m

iyazaki.jp

市
有
財
産
の
売
却

⃝

入
札
日
時　
９
月
13
日
㈮　
10
時
～

⃝

入
札
場
所　
高
城
総
合
支
所
西
別
館

⃝

物
件
・
最
低
売
却
価
格
・
地
目
・
地
積

市
有
地（
高
城
町
桜
木
１
４
７
３
－
１
）

７
２
２
万
円

宅
地　
１
、６
２
２
・
91
平
方
㍍　

⃝

入
札
参
加
資
格　

◦ 

市
税
お
よ
び
消
費
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

◦ 

参
加
者（
法
人
の
場
合
は
役
員
な
ど
を

含
む
）
が
暴
力
団
対
策
法
な
ど
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
ま
た
は
そ
の
関
係
者
で

は
な
い
こ
と

※  

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

　
８
月
30
日
㈮
の
15
時
ま
で
に
高
城
総

合
支
所
地
域
振
興
課　

☎
58
－
２
３
１
１

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

５
人
以
上
で
開
催
。

⃝

日
時
・
場
所
・
学
習
料

①
楽
し
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ（
全
６
回
）

９
／
４
㈬
～
10
／
９
㈬
の
毎
週
水
曜
日　

14
時
～
15
時　

祝
吉
地
区
公
民
館

３
、３
０
０
円
を
初
回
全
納（
材
料
費
各
回

千
円
程
度
が
別
途
必
要
）

※ 

は
さ
み
、
新
聞
紙
を
持
参

②
民
謡
を
楽
し
く
唄う

た

お
う

（
沖
水
教
室
・
全
６
回
）

９
／
５
㈭
・
19
㈭
、
10
／
３
㈭
・
17
㈭
、

11
／
７
㈭
・
21
㈭　
19
時
～
20
時
30
分

沖
水
地
区
公
民
館

３
、３
０
０
円
を
初
回
全
納

※ 

録
音
で
き
る
も
の
、筆
記
用
具
、飲
み
物

を
持
参

③
民
謡
を
楽
し
く
唄う

た

お
う

（
祝
吉
教
室
・
全
６
回
）

９
／
12
㈭
・
26
㈭
、
10
／
10
㈭
・
24
㈭
、

11
／
14
㈭
・
28
㈭　
19
時
～
20
時
30
分　

祝
吉
地
区
公
民
館　

３
、３
０
０
円
を
初
回
全
納

※ 

録
音
で
き
る
も
の
、筆
記
用
具
、飲
み
物

を
持
参

④
ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
会（
全
３
回
）

９
／
17
㈫
・
30
㈪
、
10
／
15
㈫

10
時
～
12
時　

ま
ち
な
か
キ
ッ
チ
ン（M

allm
all

内
）　

１
、６
５
０
円
を
初
回
全
納（
材
料
費
各
回

１
、５
０
０
円
が
別
途
必
要
）　

※
エ
プ
ロ
ン
を
持
参

　
①
②
は
８
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
③

④
は
８
月
30
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課　

☎
23
－
９
５
４
５

講
座
・
教
室

お
知
ら
せ

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

24広報 都城 令和元年8月号



市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

事
前
に
電
話
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ま
た
は
健
康
課

窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

※ 

生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
人
は
、
生
活
保
護
受
給
証
明

書
、
市
が
発
行
す
る
各
種
検
診
自
己
負

担
金
免
除
通
知
書
を
提
出
ま
た
は
提
示

す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

⃝
�

対
象　
本
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
女
性

※
検
診
案
内
は
８
月
中
に
送
付

⃝
�

日
程　
９
月
２
日
㈪
～
12
月
６
日
㈮
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日（
祝
日
お
よ
び

12
月
２
日
㈪
を
除
く
）

⃝

受
付
時
間　
14
時
～
14
時
15
分

⃝
�

場
所　
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
太
郎
坊
町
）

⃝

定
員　
各
20
人　
※
申
し
込
み
順

⃝

検
診
料　
４
０
０
円

　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換

券
の
発
送

⃝

対
象

① 

７
月
に
郵
送
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
購
入
引
換
券
交
付
申
請
書
を
申
請
し

た
人
で
、
住
民
税
が
非
課
税
の
人（
住

民
税
課
税
者
の
生
計
同
一
の
配
偶
者
、

扶
養
親
族
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を

除
く
）

② 

平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年
７

月
31
日
生
ま
れ
の
子
が
属
す
る
世
帯

⃝
�

発
送
期
間　
８
月
下
旬
～
（
購
入
引
換

券
を
受
け
取
っ
た
人
は
、
郵
便
局
で
商

品
券
を
購
入
で
き
ま
す
）

※ 

８
月
～
９
月
に
生
ま
れ
る
予
定
の
子
が

属
す
る
世
帯
に
は
、
生
ま
れ
た
翌
月
か

ら
順
次
発
送

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
務
局

　
　
☎
23
－
３
１
８
１

山
之
口
運
動
公
園
の
整
備
お
よ
び
都

市
計
画
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会

⃝

日
時　
８
月
20
日
㈫　
19
時
～

⃝

場
所　
山
之
口
地
区
公
民
館

※
申
し
込
み
不
要

　
都
市
計
画
課　
☎
23
－
２
７
６
２

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
推
進
室

　
　
☎
23
－
２
６
９
６

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

⃝

日
時　
８
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭

　
　
　
　
14
時
～
15
時

⃝
�

場
所　
都
城
税
務
署（
都
城
合
同
庁
舎

内
）

※ 

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い

　
都
城
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　
☎
22
－
４
３
８
３

お
わ
び
と
訂
正

暮
ら
し
の
情
報
７
月
15
日
号
５
ペ
ー
ジ

の
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は「
更
生
保
護
」
お
よ

び「
改
善
更
生
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ

び
し
ま
す
。

　
秘
書
広
報
課　
☎
23
－
３
１
７
４

障
が
い
者（
児
）の
各
種
手
当
と
現

況
届
の
提
出

次
の
福
祉
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、
所

得
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
で
、「
受
給
者
へ
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
て
い
な
い
人
は
福
祉
課
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。

⃝

手
当
の
種
類
・
対
象

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
重
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上

あ
る
か
、
そ
れ
と
同
程
度
以
上
の
状
態
に

あ
る
人

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育

者

⃝
�

現
況
届
の
提
出
期
間　
８
月
16
日
㈮
～

27
日
㈫　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
居

住
に
よ
っ
て
、
提
出
日
程
と
受
付
場
所

が
異
な
り
ま
す

　
福
祉
課　
☎
23
－
２
９
８
０

２
０
１
９
年
全
国
家
計
構
造
調
査

約
２
２
０
世
帯
を
対
象
に
、
全
国
家
計

構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
統
計
調
査

員
が
８
月
上
旬
か
ら
対
象
地
域
を
巡
回

し
、
９
月
上
旬
か

ら
調
査
対
象
世
帯

に
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
に
協
力

く
だ
さ
い
。

　
情
報
政
策
課　
☎
23
－
２
５
６
２

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00〜18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください
月日 医療機関名 電話番号
８/18
㈰

児玉小児科 25-5570
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
みしま内科クリニック（内・循） 51-8100
宗正病院（外） 22-4380
いき形成外科ひふ科クリニック 45-0020
北原医院（産・婦） 22-4133
土持歯科クリニック 25-1515

８/25
㈰

志々目医院（内・小） 57-2004
宮永病院（内・胃・外） 22-2015
大橋クリニック(内・消・ﾘﾊ) 37-0539
まつもと心臓血管外科クリ
ニック（循外・内） 36-8926

倉内整形外科病院 22-1252
やの耳鼻咽喉科 27-5222
中崎歯科医院 62-5030

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局
８/18㈰ 姫城、さくら、トロン年見

８/25㈰ プリマリー、アウルズ、いざき、ケー
アイ都城、ふれあい庄内

みやざき医療ナビ

Miyakonojo City Public Relations   2019.825



ミニミニ　　　ニュース！

人
は
、
就
職
や
退
職
、
結
婚
や
育
児
、

介
護
な
ど
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
立
ち
止
ま
っ
て
悩
ん
だ
り
戸
惑
っ

た
り
し
て
、
迷
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
今
回
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
皆
さ

ん
の
経
験
談
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
無
料
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
来
場
し
て
心
豊
か
に

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

 

福
祉
課　
☎
23
－
２
９
８
０

●
日
時　
９
月
14
日
㈯　
13
時
～

●
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

※�

要
申
し
込
み
。
福
祉
課
や
総
合
文
化

ホ
ー
ル
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ
で
入
場
券
を
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す

基
調
講
演「
60
歳
か
ら
の
10
万

時
間
を
楽
し
く
生
き
る
」

●
講
師　
田
舎
暮
ら
し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
小こ

橋は
し

暢の
ぶ

之ゆ
き

さ
ん

　
千
葉
県
長
南
町
で
、
稲
作
を
し
な
が

ら
田
園
カ
フ
ェ
と
移
住
相
談
を
受
け
る

㈱
田
園
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
経

営
す
る
小
橋
さ
ん
。
60
歳
か
ら
の「
自

分
の
輝
く
自
由
な
時
間
」を
ど
う
生
き

て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
小
橋
暢
之

さ
ん
の
ほ
か
、

フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の

山
根
基
世
さ

ん
や
宮
崎
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
ト
ー

タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
水
永
正
憲

さ
ん
、
池
田
市
長
の
４
人
が
、
意
見
を

交
わ
し
ま
す
。

映
画「
人
生
フ
ル
ー
ツ
」上
映

　
建
築
家
の
故
津つ

端ば
た

修
一
さ
ん
夫
婦
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映
。
長

年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
の
暮
ら
し
は
、
細

や
か
な
気
遣
い
と
工
夫
に
満
ち
、「
本

当
の
豊
か
さ
」を
見
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
、
女
優

の
故
樹き

木き

希き

林り
ん

さ
ん
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
務
め
ま
す
。

心
豊
か
に
、
前
向
き
な
生
活
を
送
る
た
め
に

健
康
な
心
と
生
活
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

News

墓
の
手
続
き

【
御
骨
の
移
動
】

　
御
骨
の
移
動
は
、
現
在
墓
地
の
あ
る

「
移
動
元
」
の
市
区
町
村
で
、「
改
葬
許

可
申
請
」が
必
要
で
す
。
市
内
に
墓
地

の
あ
る
人
は
、
環
境
政
策
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
外
に
墓
地
の
あ
る

人
が
市
内
に
御
骨
を
移
動
す
る
場
合
は
、

墓
地
の
あ
る
市
区
町
村
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
墓
じ
ま
い
】

　
使
用
し
て
い
る
墓
地
が
不
要
と
な
っ

た
ら
、
御
骨
の
移
動
と
併
せ
て
、
現
在

建
っ
て
い
る
墓
石
や
祭
壇
な
ど
の
撤
去

や
整
理
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
墓
地
を
管
理
す
る
組
合
の
管
理
規
則

や
利
用
者
間
で
定
め
た
規
則
な
ど
に

沿
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
盆
の
墓
参
り
の
注
意
点

【
臨
時
駐
車
場
と
交
通
規
制
】

　
市
営
墓
地
は
、
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
営
墓
地
周
辺
の

混
雑
解
消
の
た
め
、
一
部
の
市
道
を
交

通
規
制
し
ま
す
。
自
家
用
車
で
の
墓
参

り
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
や
む
を
得
ず

自
家
用
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
警
備

員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
墓
地
の
臨
時
駐
車
場
に

は
看
板
を
設
置
し
ま
す
。
看
板
の
な
い

場
所
に
は
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
供
え
物
な
ど
の
処
分
】

　
供
え
物
な
ど
を
家
庭
ご
み
と
し
て
出

す
場
合
は
、
市
の
ご
み
分
別
方
法
に

沿
っ
て
処
分
く
だ
さ
い
。
特
に
、
針
金

が
使
わ
れ
て
い
る
造
花
や
ち
ょ
う
ち
ん

は
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」に
分
別
さ
れ

ま
す
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

　
環
境
政
策
課　
☎
23
－
２
１
３
０

墓
の
手
続
き
と
お
盆
の
墓
参
り

News

山根基世さん

【8月の臨時駐車場開設と交通規制実施の予定】
12 日㈪ 13 日㈫ 15 日㈭

東墓地 ー 臨・交 臨・交

西墓地 臨 臨・交 臨・交

北墓地 臨 臨 臨
臨：臨時駐車場あり　交：交通規制あり
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６月号に寄せられたお便
り

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20～ 30代　・　40~50代　・　60代以上

◉ 8月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ 8月号を読んでのわたしの一言

◉ 今後、取り扱ってほしい記事

※�応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問
などの回答以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

このコーナーでは、「わたしの一言」 の
中から一部を紹介します。また、 皆さん
から寄せられた意見を、今後の広報紙に
生かしていきます。

人の風景を読んで、権
ごん

堀
ぼり

さんの消防士としての意志や信念
を感じました。このような人に市民の安全を守ってもらっ
ていることを、都城市民として誇りに思います。

（山田町山田　こひまわりさん）

重要施策の1つである「子育て世代を強力にサポート！」を
読みました。両親が近くにいないので、急用の時に子ども
を預ける環境がないことに困っていました。ファミサポに
登録していなかったので、早速、説明を聞きに行きます。

（久保原町　Ｔさん）

避難行動要支援者のページを読んで、昨年は、自然災害が
多くありました。都城市でも災害時に支援が必要な人の名
簿が作成してあることに安心しました。

（下川東1丁目　Ｋ・Ｉさん）

表紙の「さつき展」のお花、とてもきれいでした。都城は、
道端でも美しい花のあるすてきな街です。

（蓑原町　Ａ・Ｇさん）

９
月
の
巡
回
が
ん
検
診（
要
予
約
）

【
胃
が
ん
検
診
】

⃝
�

対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

⃝
�

日
程
・
場
所

９
／
11
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
／
17
㈫
中
郷
地
区
公
民
館

⃝
�

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
10
時
30
分

⃝
�

検
診
料　
１
、３
０
０
円

【
子
宮
が
ん
検
診
】

⃝
�

対
象　
20
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性

⃝
�

日
程
・
場
所

９
／
17
㈫
①
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

②
ゆ
ぽ
っ
ぽ
⃝
�

受
付
時
間　
①
９
時
～
10
時
、
②
13
時

30
分
～
14
時
30
分

⃝
�

検
診
料　
１
、３
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

⃝
�

対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性

⃝
�

日
程
・
場
所

９
／
２
㈪
①
②
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

９
／
３
㈫
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
／
10
㈫

９
／
18
㈬
②
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

③
ゆ
ぽ
っ
ぽ

⃝
�

受
付
時
間　
①
９
時
～
11
時
30
分
、
②

13
時
～
15
時
30
分
、
③
13
時
30
分
～
16
時

⃝
�

検
診
料　
２
千
円

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

◎
問
い
合
わ
せ　
健
康
課　
☎
23
－
２
７
６
５

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

られ、時間を短縮できた」と喜び
の声が寄せられています。自覚症
状がなくても、大丈夫だろうと過
信せず、健康であることを確認す
るために検診会場に足を運んでほ
しいですね。

巡回がん
検診会場で、
問診や受け
付けなどを
行っていま
す。検査を
受けた人か
ら「待ち時
間が少なく、
家の近くで
検査を受け

インタビュー

健康であることを確かめ
るためにも検診を！

（公財）宮崎県健康づ
くり協会　看護師

行
ぎょう

徳
と く

�沙希惠さん

市ホームページ
からも予約で
きます

ら
田
園
カ
フ
ェ
と
移
住
相
談
を
受
け
る

㈱
田
園
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
経

営
す
る
小
橋
さ
ん
。
60
歳
か
ら
の「
自

分
の
輝
く
自
由
な
時
間
」を
ど
う
生
き

て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
小
橋
暢
之

さ
ん
の
ほ
か
、

フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の

山
根
基
世
さ

ん
や
宮
崎
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
ト
ー

タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
水
永
正
憲

さ
ん
、
池
田
市
長
の
４
人
が
、
意
見
を

交
わ
し
ま
す
。

映
画「
人
生
フ
ル
ー
ツ
」上
映

　
建
築
家
の
故
津つ

端ば
た

修
一
さ
ん
夫
婦
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映
。
長

年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
の
暮
ら
し
は
、
細

や
か
な
気
遣
い
と
工
夫
に
満
ち
、「
本

当
の
豊
か
さ
」を
見
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
、
女
優

の
故
樹き

木き

希き

林り
ん

さ
ん
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
務
め
ま
す
。



都城市を盛り上げてくれる、�PR連携店やみやこんじょ大使を紹介!

みやこんじょ盛り上げ隊！
◎問い合わせ　みやこんじょ PR課　☎23-2615

62円切手を
お貼りください

POST  CARD

8  8   5   8   5  5  5

都城市役所�秘書広報課�行
　（広報�都城��No.164��2019年８月号）

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

県
産
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
っ

た
生
コ
ー
ン
バ
タ
ー
は
、
当
店

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

店
内
に
都
城
の
ポ
ス
タ
ー
を

張
り
巡
ら
せ
て
い
る
の
で
、
ふ

る
さ
と
都
城
の
話
で
お
客
様
と

大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
東
京
に
お
越
し
の
際

は
、
ぜ
ひ
、
当
店
へ
お
立
ち
寄

り
い
た
だ
き
、
一
緒
に
都
城
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
飛ひ

呂ろ

彦ひ
こ

」の
店
主
中
村
友ゆ

う

治じ

さ
ん
に
、
Ｐ
Ｒ
連
携
店
と
し
て

の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

都
城
を
離
れ
東
京
に
出
店
し

て
10
年
が
経
ち
ま
す
。
東
京
に

来
て
驚
い
た
こ
と
は
、
都
城
の

食
材
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
。
当
た

り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
都

城
産
の
肉
や
野
菜
の
お
い
し
さ

に
、
東
京
に
来
て
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
お
客
様
に
も

好
評
で
、「
都
城
の
食
材
で
す
」

と
言
っ
て
提
供
す
る
と
大
変
喜

ば
れ
ま
す
。

当
店
で
は
、
お
客
様
の
目
の

前
に
あ
る
鉄
板
で
焼
き
上
げ
、

熱あ
つ

々あ
つ

の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
霧
島
豚
の

肩
ロ
ー
ス
鉄
板
焼
き
や
、
宮
崎

都
城
の
食
材
を
武
器
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

都城市牟田町出身、中村友治さん
（写真右）の店「飛呂彦」。
平成29年６月、都城市ＰＲ連携店
に認定。
所 在 地� 〒101-0083
� 東京都千代田区神田淡路町��
� 1-9-4�
� ☎03-3255-7844
営業時間� 17：30~23：00
� （土・日曜日、祝日は定休）

プ レ ゼ ン ト今月の

【焼肉カーニバルチケット（4人分）3組】
商品提供事業者
都城観光協会（栄町4553）�☎23-2460

10月19日㈯に観音池公園で開催される「都城焼肉
カーニバル」のチケットをプレゼントします。都城のお
いしい肉と歌やダンス、12,900発の花火が楽しめる本
イベント。ぜひ、家族や友人と来場ください。

プレゼントの応募方法

◎ 応募締め切り　８月31日㈯　当日消印有効
◎�当選者発表　本紙10月号
◎６月号当選者　山下礼子さん　他１人
◎６月号応募総数　63通

はがきに住所、氏名、電話番号と、８月号を読んだ感
想などを書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

※ 読者プレゼントの寄付事業者を募集しています。
詳細は、秘書広報課まで問い合わせください

読 者

霧島豚肩ロース鉄板焼き



都
城
の
高
等
教
育
機
関
を
紹
介

鹿児島県出身の有馬（1918 ～ 2013）は、旧制都城
中学校（現：都城泉ヶ丘高校）を卒業後、旧制東京美
術学校（現：東京芸術大学美術学部）で学び、終戦後は、
郷里に戻り市内の高校で指導にあたりました。その
後、上京し、都内の中学校などで教壇に立ちながら
さまざまな作品展に出品し続け、単純な線や色をも
ちいた独自の抽象的な作風を確立しました。

本作品は、交差する曲線と明瞭な色の対比が、作
品のタイトル通り、夏の明るく伸びやかなときを象
徴しています。

本作品は8月18日㈰まで開催している収蔵作品展
「夏休み企画〈入門〉アートの疑問　目をすませば」で
展示しています。

◎問い合わせ　市立美術館　☎25-1447

８月で、都城での生活が２年目を迎えますが、正
直に言うと、その実感はないです。いつも、つい最
近来たような新鮮な気がしています。でも、この１
年間の思い出は、山ほどあります。

その中でも特に、両親が初来日して都城で過ご
したことは、特別な思い出です。思い起こせば、都
城への感謝の気持ちが本当にあふれます。父と母は、
日本語が全く話せませんでしたが、何か分からない
ことがあっても、都城の皆さんがゆっくり説明しな
がら案内してくれることに、とても驚いていました。

言葉は足りないかも知れませんが、都城の皆さん、
いつもいつも、本当にありがとうございます！　２
年目もよろしくお願いします！

 ◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

都
城
市
立

美
術
館

あっという間の１年間！

国際交流員
の

ひとりごと

vol.16

M
iyakonojo art museum

高
齢
化
社
会
の
進
展
著
し
い
現
在
、

医
療
や
ス
ポ
ー
ツ
業
界
だ
け
で
な
く
介

護
業
界
か
ら
も
、
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職

「
理
学
療
法
士
」の
ニ
ー
ズ
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
か
ら
平
成
30
年
４
月
、
理
学
療
法

士
を
養
成
す
る
都
城
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
が
開
校
し
ま
し
た
。

県
内
初
と
な
る
４
年
制
の
理
学
療
法

士
養
成
校
で
あ
る
同
校
。
４
年
制
教
育

は
、３
年
制
と
比
べ
、豊
富
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
時
間
を
か
け
て
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
日
本
理
学
療
法

士
協
会
が
推
奨

し
て
い
ま
す
。

冨
永
好こ

う

希き

さ

ん（
２
年
・
宮

崎
商
業
高
校
出

身
）は「
理
学
療

法
士
に
興
味
が

vol.04

（機能訓練室内で、左から）秦先生、冨永さん

最先端機器を使った授業

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
学
校
を
見
学
。

多
く
の
こ
と
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

卒
業
時
に
は
即
戦
力
と
し
て
の
知
識
や

ス
キ
ル
が
身
に
付
く
と
思
い
、
４
年
制

の
同
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
最
先
端
機

器
を
使
っ
た
授
業
も
あ
り
、
一
つ
一
つ

の
学
び
が
新
鮮
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ

ま
す
。

生
体
力
学
や
統
計
学
な
ど
を
指
導
す

る
秦は

た

一か
ず

貴た
か

先
生
は「
こ
れ
か
ら
の
理
学

療
法
士
に
は
、
治
療
に
根
拠
を
示
し
、

効
果
を
実
証
す
る
力
が
必
要
。
そ
の
た

め
に
も
、
多
く
の
体
験
を
通
し
て
、
自

分
で
問
題
を
解
決
で
き
る
力
を
持
っ
た

理
学
療
法
士
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と

力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

都
城
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院

（
理
学
療
法
学
科
）

�問　
☎
36
－
５
６
７
０

理
学
療
法
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、

高
度
専
門
士（
４
年
制
大
学
卒
業
と

同
等
）

●
取
得
で
き
る
資
格
・
称
号

銭
せん

　慧
けい

文
ぶん

さん
(中国) vol.5

「Summer�Time」　1981年
有馬　良作 作（油彩・キャンバス）

ジョージ・ウィリアム・
グーナンさん
(オーストラリア)

西岳小学校の田植え体験で
（左からジョージ、母、国際交
流員のソヨルマーと銭

せん

）vol.5

Miyakonojo City Public Relations   2019.829



◉問い合わせ
市立図書館 ☎22-0239
高城図書館 ☎58-4224書館だよりNews from library

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
訪

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

「
丸
に
十
字
紋
蒔ま

き

絵え

箱は
こ

」

本
史
料
は
、
縦
約
13
㌢
、
横
約
11
㌢
、

高
さ
約
６
㌢
の
重
箱
状
の
箱
で
、
黒
漆

塗
の
ふ
た
に
、
都
城
島
津
家
の
家
紋
と

唐
草
模
様
が
蒔
絵
で
描
か
れ
て
い
て
、

琴
を
弾
く
た
め
に
使
用
す
る
爪
な
ど
が

納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
都
城
島
津
家

に
は
、
こ
の
他
に
も
同
じ
用
途
の
３
箱

が
伝
存
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
史
料
は
損
傷
が
激
し
く
、
ふ
た
の

角
は
割
れ
て
い
た
た
め
、
水
溶
性
の
の

り
で
紙
が
貼
ら
れ
、
ひ
も
で
縛
っ
た
状

態
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
以

上
、
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
応
急

処
置
し
、
大
切
に
保
管
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
、
都
城
島
津
家
が
一
定
の

ル
ー
ル
の
下
、
保
存
・
管
理
し
て
い
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
、
修
復
を
行
い
展
示
公
開
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
城
島
津
邸　
☎
23
－
２
１
１
６

日
本
で
は
、戦
時
中
の
昭
和
13
年（
１

９
３
８)

か
ら
、
国
内
の
労
働
力
不
足

を
補
う
た
め
、
中
等
学
校（
現
在
の
高

等
学
校
）
以
上
の
学
生
が
工
場
な
ど
の

勤
労
奉
仕
を
行
う「
学
徒
動
員
」
を
実

施
し
、
昭
和
19
年
以
降
は
、
戦
局
の
悪

化
か
ら
通
年
動
員
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
川
崎
航
空
都
城
工
場

（
現
在
の
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
付
近
）に
、

小
林
中
学
校（
現
：
小
林
高
校
）の
３
年

生
１
５
７
人
が
学
徒
動
員
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
20
年
５
月
８
日
の
朝
、
空

襲
警
報
が
鳴
り
、
寮（
現
在
の
都
城
農

業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
）
か
ら
防
空

壕ご
う

へ
避
難
途
中
の
生
徒
10
人（
後
に
後

遺
症
で
１
人
死
亡
）
が
、
米
軍
機
の
爆

撃
を
受
け
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

11
人
を
追
悼
す
る
た
め
、
昭
和
56
年

に
同
窓
生
や
恩
師
、
遺
族
ら
が
都
城
農

業
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
西

北
一
角
に
慰

霊
碑
を
建
立
。

現
在
も
被
爆

者
の
鎮
魂
を

祈
り
続
け
て

い
ま
す
。

　
文
化
財
課　
☎
23
－
９
５
４
７

動
員
生
徒
被
爆
殉
没
碑

市 立 図 書 館� ●休 館 日／ 8月27日 ●開館時間／ 9：00 ～ 21：00
高 城 図 書 館� ●休 館 日／ 8月18日・20日・27日、9月3日・10日 ●開館時間／ 9：30 ～ 18：00

図 書 館 イ ベ ン ト

修復前の蒔絵箱
現在開催中の企画展「都城島
津家史料の魅力　〜後世に伝
える文化財〜」で、修復後の
本史料を見ることができます。

動員生徒被爆殉没碑

市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
会

ノンタン文庫のおはなし会
8/16（金）　10時30分～11時30分
おはなしまるまる
8/17（土）、9/7（土）・14（土）
11時～11時30分
おはなしまるまる　ザ・ワールド
8/19㈪　16時～16時30分
こわ～い？！　おはなし会
8/21㈬　19時30分～20時
おはなしの部屋「そらまめ」
8/22（木）　11時～11時30分
えほん侍のおはなし会
8/31㈯　11時～11時30分
本とおはなしの会
9/14（土）　14時30分～15時

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

みずたまのひ(6歳以上対象)
9/1（日）　14時～14時30分

高
城
図
書
館

読
み
聞
か
せ
会

おはなしとんとん(幼児～小学校低学年対象)
8/24（土）　11時～11時30分　
おはなしとんとん(未就学児の親子対象)
9/14（土）　11時～11時30分　

市立図書館では毎月１回、
映画の上映会「m

ま る ま る

allmallシア
ター」を開催しています。

８月の「mallmallシアター」
は、戦争や平和をテーマとし
た「かわいそうなゾウ」と、本
市出身の映画監督曽原三友
紀さんの自主制作短編「折
鶴」をセット上映します。

mallmallシアター（上映会）
「かわいそうなゾウ」（17分）、
「折鶴」（24分）
【日時】　8月12日㈪　①10：30~　②14：00~
【場所】　ギャラリーＢ
【定員】　50人　※先着順。申し込み不要

©Sakura ProductionUSA
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市 の 提 供 番 組 紹 介
テレビ番組の案内
◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 ～　②11:50 ～　③16:50 ～
④20:50 ～　⑤22:50 ～

ラジオ番組の案内
◆MRTラジオ(AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月～金曜日(祝日を除く)　15:30 ～ 15:45

◆シティエフエム都城(FM放送76.4MHz)
「インフォメーションM」 　毎週月～金曜日
9:50 ～ 9:55、15:55 ～ 16:00(再)

都 城 市 現 住 人 口

令和元年７月１日現在 前 月 比 前 年 比
世 帯 数 70,953世帯 （−19） （284）
人口総数 161,026人 （−111） (−1,021)
男 性 75,665人 （−79）（−521）
女 性 85,361人 （−32）（−500）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

市内で
がんばる
団体を紹介NPO通信

婚活　「みんなで一緒に晩ご飯を食べましょう！」
◦�日時　8/15㈭・29㈭　19時～ 21時30分
◦場所　エンクエントロ(中町13-22オーバルパティオ内)

婚活支援良縁どっと混む(黒木)　 ☎070-5530-7964
OWL MARCHE（オウル マルシェ）
◦�日時　8/20㈫　10時～ 16時
◦場所　ふくろうの会(南横市町1049-2)

ふくろうの会(徳重)　 ☎36-5514
うめきた児童館まつり
◦�日時　8/20㈫　13時～ 17時
◦場所　梅北児童館

子育てネットおひさまとはらっぱ(岡本) 　☎39-5866
シエロコモ！　シニア対象運動トレーニング＆レクリエーション
◦�日時　8/22㈭、9/5㈭　10時～ 11時
◦場所　ウエルネス交流プラザ

都城スポーツクラブシエロ(水久保) 　☎090-8407-0406
婚活　「焼きそば祭り」
◦ 日時　8/24㈯　19時～ 21時30分　
◦場所　エンクエントロ

婚活支援良縁どっと混む(黒木)　 ☎070-5530-7964
ベーゴマ大会＆体験
◦�日時・場所　8/24㈯　13時30分～ 17時　高木児童館
　　　　　　　 8/25㈰　11時～17時　イオン都城ショッピ

ングセンター（早鈴町）
こじぃの森・こどもの時間(中元) 　☎38-5325

重
ちょう

陽
よ う

の節句「後
の ち

の雛」
◦�日時　9/7㈯～23㈪　10時～16時　※9/17㈫は休館
◦場所　旧後藤家商家交流資料館

高城歴史文化のまちづくりフォーラム(鶴田)　 ☎58-6900

今年５月、滋賀県大津市内の交差点で、散歩
中の保育園児らの列に、車が突っ込む事故が発
生。都城市内でも、毎日交通事故が発生してい
て、いつ重大事故が起きても不思議ではあり
ません。平成30年に市内で最も多い７件の事故

が発生した平江町の交
差点は、時間帯では昼
間、種別では追突が多
くなっています。「前の
車が急停止するかもし
れない」など万が一を
想定した「かもしれな
い運転」を心掛け、事
故防止に努めましょう。

安全･安心情報

「かもしれない」を心掛けて安全運転！
〜市内の交通事故多発地点を紹介〜

◎問い合わせ　
　総務課　☎23-7183�

広報担当９年目の私は、一つ気付いたこと
があります。実は、今月号の広報都城で私自
身、100号の発行を迎えたのです。土日の取
材や広報紙の編集などで、あまり遠方へと連

れて行く機会の少なかった２人の娘たちが、高校３年生と中
学２年生へと素直に成長してくれたことを思い返すと、その
時間の長さに驚くばかり。この間、多くの同僚や市民の皆さ
んとの出会いと経験を生かし、「10年目を…」とは言いませ
んが、役割をしっかり果たしていきたいと思います。 （久）

子育て応援団ひいらぎ
◎問い合わせ　☎080-3993-4919

NPOのイベント情報
詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

編集
後記

事故発生箇所

至大王町

Ｎ 至川東

至市役所

至
都城駅

店舗

店舗

店舗

地域全体で子育てをしていきたいとの思いから、団体を設
立。放課後児童クラブや親子のスポーツイベントなどを通し
た子育て支援事業を行っています。現在、月に１回子どもの
身長や体重を測定し、アルバムにする「ひなたで
おさんぽ」事業に力を入れていて、「子どもの成長
を家族で共有できる」と好評です。笑顔になれる
楽しい時間を一緒に過ごしてみませんか。

地域が一丸となって楽しく子育て！

ホームページ
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